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会務諸事項
１ 会員数に関する件
令和５年３月３１日現在の会員数は１，８０７名

（前年度１，８３７名）であり、その内訳はＡ会

員７５７名、Ｂ会員９６９名、Ｃ会員８１名となって

います。（うち減免会員は７５名）

なお、日本医師会加入会員は、Ａ①会員６８７

名、Ａ②（Ｂ）会員３３１名、Ａ②（Ｃ）会員

７５名、Ｂ会員１４１名、Ｃ会員６名、計１，２４０名

（前年度１，２６２名）であり、郡市別加入状況

は下表のとおりです。

石川県医師会会員加入状況

区 分

A 会 員 B 会 員

C会員 合 計
一

般

減

額

免

除
計

一

般

減

額

免

除
計

金 沢 ３５０ ３５２ ４８５ ３７ ５２０ ４１ ９１３

加 賀 ４６ ４６ ３３ １ ３４ ８０

小 松 ６２ ３ ６５ ５８ ２ ８ ６８ １３３

能 美 ２９ ２９ １９ １９ １ ４９

白 ・ の １１３ １１３ ７９ ２ ８１ ６ ２００

河 北 ５２ １ ５３ １５２ ７ １５９ ２２ ２３４

羽 咋 ２６ ２６ １４ ４ １８ ４４

七 尾 ４０ ４０ ３９ ６ ４５ １１ ９６

能 ・ 北 ３５ ３５ １９ ４ ２３ ５８

計 ７５３ ０ ４ ７５７ ８９８ ２ ６９ ９６９ ８１ １，８０７

日本医師会会員加入状況

区分

A①会員 A②（B）会員 A②
（C）
会員

B会員
Ｃ
会
員
合計

一

般

免

除

減

額

賠

償
計

一

般

免

除

減

額

賠

償
計

一

般

免

除

減

額
計

金 沢 ３１１ ４ ３１５ １６０ ４ １４ １７８ ３５ ５３ １７ ７０ ６ ６０４

加 賀 ４２ ４２ １３ １ ３ １７ ０ ７ ７ ６６

小 松 ６０ ６０ ２５ ４ ２９ ０ ８ ３ １１ １００

能 美 ２８ １ ２９ ７ ７ １ ５ ５ ４２

白・の １００ ５ １０５ ２３ １ ２４ ６ ９ ２ １１ １４６

河 北 ４７ １ ４８ ４２ ３ ４５ ２２ １３ １３ １２８

羽 咋 ２４ ２４ ５ １ ６ ０ ３ ３ ３３

七 尾 ３７ ３７ １５ １ １６ １１ ４ ４ ８ ７２

能・北 ２７ ２７ ９ ９ ０ ９ ４ １３ ４９

計 ６７６ ０ ０ １１ ６８７ ２９９ ５ ０ ２７ ３３１ ７５ １１１ ３０ ０ １４１ ６１，２４０

（注）賠償＝免除会員で医師賠償責任保険加入者

２ 代議員に関する件
令和４年４月１日に就任し、令和６年３月

３１日までを任期とする代議員の定数は、選挙

規程の定めるところにより４０名です。

郡市別代議員数は次のとおりです。

郡市別 代議員数 郡市別 代議員数 郡市別 代議員数

金 沢 19 能 美 1 羽 咋 1

加 賀 2 白・の 4 七 尾 2

小 松 3 河 北 6 能・北 2

計 ４０

３ 役員等の人事に関する件
令和４年６月１２日に就任し、令和６年６月

定例代議員会の終結の時までを任期とする役

員は次のとおりです。
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１）役員

役職名 氏 名 郡市別
会 長 安 田 健 二 金 沢
副 会 長 上 田 博 能 美
〃 髙 田 重 男 金 沢
〃 高 村 雅 之 〃
〃 大 黒 正 志 河 北

理 事 石 野 洋 金 沢
〃 久 保 実 〃
〃 佐 原 博 之 七 尾
〃 齊 藤 典 才 金 沢
〃 菊 地 勤 〃
〃 石 丸 正 〃
〃 牧 本 和 生 小 松
〃 上 野 浩 久 金 沢
〃 長 尾 信 白・の
〃 轟 千栄子 羽 咋
〃 森 下 英理子 金 沢
〃 西 村 泰 行 〃
〃 古 川 健 治 〃
〃 橋 本 英 樹 〃
〃 宮 下 隆 司 能・北
〃 小 林 健 金 沢
〃 久 藤 茂 加 賀
〃 島 隆 雄 能 美
〃 佐 伯 智 幸 七 尾
〃 石 田 雅 樹 小 松
〃 下 畑 創 金 沢
〃 田 中 妙 子 河 北

監 事 木 下 弘 治 金 沢
〃 安 原 稔 白・の

２）代議員会議長・副議長
議 長 木 田 泰 弘（能 美）

副議長 沖 野 惣 一（河 北）

（任期は令和４年４月１日～令和６年３月３１日）

３）日本医師会代議員
安 田 健 二（金 沢）

上 田 博（能 美）

木 田 泰 弘（ 〃 ）

４ 物故会員に関する件
令和４年４月１日から令和５年３月３１日ま

でに物故されました会員は、次の２５名の方々

です。

ここに生前のご功績を讃え、謹んでご冥福

をお祈りいたします。

氏 名 郡市別 死亡年月日
炭 谷 治 郎 白・の 令和４年４月３日
森 田 明 人 〃 ４月１１日
北 山 元 昭 金 沢 ４月２６日
松 江 運 緒 羽 咋 ５月１５日
鈴 木 邦 彦 能 美 ６月４日
山 﨑 雅 都 七 尾 ６月２４日
松 田 芳 郎 金 沢 ６月２７日
高 邑 昌 輔 河 北 ７月１１日
藤 沢 昭 三 金 沢 ７月１３日
坂 本 滋 河 北 ８月９日
田 丸 忠 良 金 沢 ８月１７日
加 登 康 洋 小 松 ８月１９日
八 木 泰 夫 金 沢 ８月２８日
田 川 修 次 〃 ８月３１日
林 外史英 〃 ８月３１日
齋 藤 昌 道 〃 ９月５日
三 輪 梅 夫 〃 ９月１０日
中 川 昭 雄 〃 ９月２０日
中 野 利 美 能・北 ９月２２日
甲 藤 政 三 小 松 １２月１３日
山 岸 敬 子 加 賀 １２月２３日
一 林 哲 弥 河 北 令和５年１月１８日
平 松 昌 司 金 沢 ２月１９日
福 島 達 夫 小 松 ３月１３日
三 木 甫 金 沢 ３月２９日

以上２５名

５ 会議に関する件
１）代議員会
第２１３回臨時代議員会 ４月３日（日）

⑴ 仮議長選出

⑵ 議長・副議長選定

議 長 １人

副議長 １人

第２１４回定例代議員会 ６月１２日（日）
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⑴ 報告事項

①令和３年度石川県医師会事業報告につ

いて

⑵ 議件

第１号議案 令和３年石川県医師会収入

支出決算承認に関する件

第２号議案 石川県医師会役員等の選任

に関する件

第２１５回臨時代議員会 ６月１２日（日）

⑴ 議件

第１号議案 大学推薦副会長及び会長指

名理事の選任に関する件

第２号議案 石川県医師会顧問の委嘱に

関する件

第２１６回臨時代議員会 ３月２１日（火・祝）

⑴ 議件

第１号議案 令和４年度石川県医師会収

入支出中間報告及び補正予算

に関する件

第２号議案 新医師会館並びに新健康管

理センター建替資金取扱規程

の一部改正に関する件

第３号議案 令和５年度石川県医師会事

業計画に関する件

第４号議案 令和５年度石川県医師会会

費及び会館運営負担金賦課額

並びに徴収方法に関する件

第５号議案 令和５年度石川県医師会収

入支出予算に関する件

第６号議案 令和４年度及び令和５年度

石川県医師会会費及び会館運

営負担金減免申請に関する件

第７号議案 石川県医師会顧問の委嘱に

関する件

第８号議案 石川県医師会裁定委員の選

任に関する件

２）理事会
月２回（第２、第４木曜日）。但し、８月、

２月１回、計２３回。

その都度、石川医報に掲載していますので

省略します。

３）郡市医師会と県医師会との懇談会
郡市医師会が抱える諸問題などをお聞きす

るため、郡市医師会主導による懇談会を開催

しました。

医療圏 医師会別 開催日 配信場所

石川中央
地 区

金沢市医師会
白山ののいち医師会
河北郡市医師会

１０月１４日
（金）

石川県医師会
館（WEB会議
「Zoom」）

能登地区
羽咋郡市医師会
七尾市医師会
能登北部医師会

１０月２０日
（木）

石川県医師会
館（WEB会議
「Zoom」）

加賀地区
加賀市医師会
小松市医師会
能美市医師会

１０月２７日
（木）

石川県医師会
館（WEB会議
「Zoom」）

４）地方公共団体との連絡強化
県民の医療に対する安心・信頼を確保し、

質の高い医療サービスが適切に提供される医

療提供体制を確立するため、関係機関と連携

を図りながら対応しています。

今後も県健康福祉部など関係機関とより密

接な連携を保ちながら問題解決を図ることと

しています。

また、国民健康保険団体連合会との懇談会

を開催し、いろいろな問題点について意見交

換を行いました。

その他、石川県等の各種会議に出席してい

ます。
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石川県医療審議会
〃 医療法人部会

石川県医療計画推進委員会
〃 がん医療対策部会
〃 脳卒中医療対策部会
〃 心血管疾患医療対策部会
〃 糖尿病医療対策部会
〃 精神医療対策部会
〃 感染症医療対策部会
〃 小児・周産期医療対策部会
〃 災害・救急医療対策部会
〃 在宅医療対策部会
〃 地域医療構想部会
〃 難病医療対策部会
〃 各医療圏保健医療計画推進協議会

認知症医療体制推進委員会
石川県ドクターヘリ運航業者の選定に係る審査
委員会
石川県ドクターヘリ運航調整委員会
石川県地域医療支援協議会
石川県医療勤務環境改善支援協議会
県立病院経営強化プラン策定検討委員会
石川県死因究明等推進協議会
石川県国民健康保険運営協議会
石川県地域医療対策協議会
高度・専門医療人材養成支援事業選定委員
厚生労働省「地域医療構想アドバイザー」
赤ちゃん協議会

産科医ワーキンググループ
石川県感染症予防連絡協議会
石川県生活習慣病検診等管理指導協議会

〃 全体協議会
〃 循環器疾患等部会
〃 胃がん部会
〃 子宮がん部会
〃 肺がん部会
〃 乳がん部会
〃 大腸がん部会
〃 がん登録・評価等部会

がん登録情報の有効活用に係るワーキング
グループ

石川県肝炎対策協議会
いしかわ健康フロンティア戦略推進会議
いしかわ健康フロンティア検討委員会
いしかわ歯と口腔の健康づくり推進会議
いしかわ歯と口腔の健康づくり推進計画検討委
員会
地域・職域連携推進委員会
石川県指定難病・小児慢性特定疾病審査会
石川県がん対策推進連絡調整会議
いしかわヘルシー＆デリシャスメニュー開発・
普及推進委員会
石川県新型コロナウイルス感染症対策専門家会議
石川県アレルギー疾患医療連絡協議会
石川県循環器病対策推進協議会
石川県難病対策協議会
石川県介護保険審査会
石川県認知症施策推進会議
石川県認知症高齢者等地域支援ネットワーク推
進連絡会議
介護予防市町支援委員会
石川県長寿社会プラン策定検討委員会
石川県子ども政策審議会（児童福祉部会所属）

石川県児童虐待重大事例調査委員会
石川県要保護児童対策協議会

〃 専門家チーム
いしかわ食育推進委員会
いしかわエンゼルプラン 2015 推進協議会
石川県薬事審議会
石川県献血推進協議会
石川県麻薬中毒審査会
後発（ジェネリック）医薬品使用推進連絡協議会
石川県合同輸血療法委員会
石川県社会福祉審議会（身障者福祉専門分科会）
石川県精神保健福祉審議会
石川県障害者施策推進協議会
石川県自立支援協議会
石川県障害者自立支援協議会
石川県障害者介護給付等不服審査会
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石川県依存症対策連携会議
石川県自殺対策連絡会議
石川県アルコール健康障害対策推進会議
石川県障害者差別解消支援地域協議会
石川県ギャンブル等依存症対策推進会議
石川県難聴児支援協議会
石川県地域福祉支援計画改定検討委員会
石川県保健環境センター医学倫理審査委員会
石川県防災会議

〃 原子力防災対策部会
〃 震災対策部会

石川県原子力環境安全管理協議会
石川県国民保護協議会
石川県メディカルコントロール協議会
石川県消防学校運営協議会救急部会
石川県成長戦略会議

温もりのある社会・人づくり部会
石川県男女共同参画審議会
石川県環境審議会
特別支援学校における医療的ケアサポート事業
運営協議会
心の教育推進協議会いじめ問題対策特別委員会

〃 実務者連絡会

学校保健総合支援事業にかかわる課題解決支援
対策協議会
石川県学校保健会
石川県高等学校保健会
石川県留置施設視察委員会
石川県立看護大学懇話会
石川県立総合看護専門学校運営会議
石川県立中央病院臨床研修病院群研修管理委員会
石川県立中央病院地域医療支援委員会
石川県介護支援専門員協会
石川県国民健康保険診療報酬審査委員会
石川県国民健康保険団体連合会介護給付費審査
委員会医療部会

石川県国民健康保険団体連合会保健事業支援・
評価委員会
社会保険診療報酬支払基金石川支部審査委員会
石川県柔道整復療養費審査委員会
東海北陸地方社会保険医療協議会

石川県成人病予防センター
〃 胃集検読影委員会
〃 肺がん検診委員会
〃 乳・甲状腺がん検診専門委員会
〃 大腸がん集団検診専門委員会
〃 特定健診等精度管理委員会

石川県地域リハビリテーション推進検討会議
金沢市精度管理専門委員会
石川県病院協会
石川県ナースセンター運営委員会
いしかわ訪問看護推進協議会
石川県栄養士会栄養ケア活動支援整備事業検討会
石川県柔道整復師会
石川県臓器移植推進財団
石川県社会福祉事業団
石川県精神保健福祉協会
石川産業保健総合支援センター運営協議会
石川産業保健総合支援センター運営主幹
聴力障害や騒音対策等に係る産業保健相談員
治療と職業生活の両立支援に係る「石川県地域
両立支援推進チーム」
加賀・江沼地域産業保健センター運営協議会
小松能美地域産業保健センター運営協議会
石川中央地域産業保健センター運営委員会
いしかわ結婚・子育て支援財団
日本海中部地区洋上救急支援協議会
金沢大学附属病院臨床研修病院群研修管理委員会
金沢大学附属病院長候補者選考委員会
石川県がん診療連携協議会

〃 がん登録部会
〃 研修・連携部会
〃 妊孕性温存部会

北陸がんプロフェッショナル養成プログラム
北陸高度がんプロチーム養成基盤形成プラン運
営協議会

北陸認知症プロフェッショナル医養成プラン運
営協議会
金沢大学産学連携協力会
地域医療機構金沢病院地域連絡協議会
石川県地区衛生組織連合会
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石川県保険者協議会
石川県後期高齢者医療懇話会
小松空港緊急計画連絡協議会
小松空港保健衛生協議会
石川県予防医学協会
日本年金機構障害認定医員
金沢刑務所視察委員会
金沢少年鑑別所視察委員会
湖南学院視察委員会
金沢地方裁判所委員会
北陸公衆衛生学会
石川県ユニセフ協会
北國がん基金
かなざわピンクリボンプロジェクト 2022 実行
委員会
若年者心疾患・生活習慣病対策協議会
加賀百万石ツーデーウオーク実行委員会
北陸メディカル電波利用連絡会
いしかわ骨髄バンク推進・はとの会
石川県てんかん治療地域連携協議会
石川県原子力災害医療ネットワーク調査検討会
石川県原子力災害医療ネットワーク調査作業部会
第 31 回日本医学会総会登録推進委員
医療機関勤務環境評価センター医療サーベイヤー

６ 調査に関する件
≪総務課≫

①新型コロナ禍における法人運営に関する調

査（全国公益法人協会）

②厚生労働省のセーフティネット保証５号

（緊急保証制度）に係る緊急業況調査（日

本医師会）

③令和３年度エネルギー消費統計調査（資源

エネルギー庁長官）

④米寿会員並びに白寿会員調査（日本医師

会）

⑤医師会情報調査（郡市区・その他の医師会

別）（日本医師会）

⑥非営利法人の会計に関わる試験に関する実

態調査（実態調査研究）

⑦企業情報調査（東京商工リサーチ）

⑧「働き方改革」理解度に関する調査（石川

県経営者協会）

⑨医療法人（診療所）における「持分あり医

療法人」の「持分なし医療法人」への移行

と事業承継に係るアンケート（日本医師

会）

⑩医療用機器等の特別償却制度の延長等のた

めのアンケート（日本医師会）

⑪医師の勤務環境把握に関する調査（日本医

師会）

⑫毎月勤労統計調査特別調査（日本医師会）

⑬毎月勤労統計調査（第二種事業所）の事前

調査（日本医師会）

⑭賃金構造基本統計調査（日本医師会）

⑮医師の働き方改革の施行に向けた準備状況

調査（宿日直取得許可等取得状況調査）（日

本医師会）

⑯医療機関等への支援に関する新型コロナウ

イルス感染症対応地方創生臨時交付金の活

用の調査（日本医師会）

⑰「医療・介護・保育分野における適正な有

料職業紹介事業者認定制度」に関する調査

（日本医師会）

⑱勤務医会員数・勤務医部会設立状況等調査

（日本医師会）

⑲医師年金のアンケート（日本医師会）

⑳男女共同参画に関する委員会等設置状況調

査（愛知県医師会）

○２１医療機関等への支援に関する新型コロナウ

イルス感染症対応地方創生臨時交付金にお

ける「電力・ガス・食料品等価格高騰重点

支援地方交付金」等の活用調査（日本医師
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会）

○２２日本医師会会員数の調査（日本医師会）

○２３「働き方改革」に関する調査（石川県経営

者協会）

○２４事業主が採用後に障害を把握した発達障害

者の就労継続事例等に関する調査（高齢・

障害・求職雇用支援機構 障害者職業総合

センター）

○２５病院等の勤務環境に関するアンケート（日

本医師会）

○２６会議（学会・総会、セミナー、講演会、シ

ンポジウム）・展示会等の開催意向調査（日

本コングレス・コンベンション・ビューロ

ー）

○２７台風１４号・１５号による被害状況調査（日本

医師会）

○２８都道府県における医療政策形成についての

アンケート（中央調査社）

○２９医師バンク体制実態調査（日本医師会）

○３０医育機関に勤務・所属する医師の将来のキ

ャリアプラン調査（日本医師会）

○３１診療所の光熱費の変動に関する実態調査

（日本医師会）

○３２新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交

付金（医療分）の病床確保料の調査（日本

医師会）

○３３「治療と仕事の両立支援」に関する実態調

査（石川産業保健総合支援センター）

○３４都道府県医師会館土地賃借料に関するアン

ケート（広島県医師会）

○３５医師会組織強化に向けた取り組み等に係る

アンケート（日本医師会）

○３６日本司法支援センター（法テラス）が行う

犯罪被害者支援業務に関するアンケート

（日本司法支援センター石川地方事務所）

○３７日医医賠責特約保険システム改定に向けた

アンケート（日本医師会）

≪業務課≫

①石川県内におけるコンベンション等開催予

定状況の調査（金沢コンベンションビュー

ロー）

②「子育て便利帳２０２２」掲載内容の照会（い

しかわ結婚・子育て支援財団）

③医師会立助産師・看護師・准看護師学校養

成所調査（日本医師会）

④都道府県医師会における「医療従事者の安

全確保対策及び実施状況」に関する調査（日

本医師会）

⑤日本医師会母子保健検討委員会妊産婦メン

タルヘルスおよび新生児マススクリーニン

グ事業に関するアンケート（日本医師会）

⑥学校保健の取組及び学校における産業医の

選任・配置に関するアンケート調査（日本

医師会）

⑦「日医かかりつけ医機能研修制度」に関す

るアンケート（日本医師会）

⑧中部医師会連合共同利用施設連絡協議会

「かかりつけ医のための共同利用施設」に

関するアンケート（中部医師会連合）

⑨日本医師会オンライン診療の適切な事例、

不適切な事例、並びにコロナ禍におけるオ

ンライン診療の活用に関するアンケート

（日本医師会）

⑩第６３回石川県防災総合訓練に係るアンケー

ト（石川県危機管理監室危機対策課）

⑪都道府県医師会糖尿病対策推進会議の活動

状況等調査（日本医師会）

⑫水銀血圧計等の回収促進に向けた周知及び

アンケート（日本医師会）

⑬医療従事者の安全確保に関する都道府県医
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師会の取り組み状況に関する調査（日本医

師会）

≪情報課≫

①都道府県医師会の警察組織とのサイバー攻

撃対策の協力状況に関するお伺い（日本医

師会）

②「初回接種（１・２回目接種）として武田

／モデルナ社ワクチンを２回接種した者を

対象とした追加接種（３回目接種）」、「新

型コロナワクチンの第二期追加接種（４回

目接種）」、「武田社ワクチン（ノババック

ス）」に係る接種後の健康状況に関する調

査（日本医師会）

③予防接種後健康状況調査（日本医師会）

④経口抗ウイルス薬（ゾコーバ錠１２５mg）配

分希望調査（石川県）

⑤新型コロナウイルス感染症第８波（季節性

インフルエンザとの同時期流行）、年末年

始等に向けた発熱外来診療体制に関する状

況把握調査（日本医師会）

⑥おたふくかぜワクチン接種後の副反応に関

する全国調査（日本医師会）

７ 団体生命保険取扱いに関する件
生命保険の取扱い件数は次のとおりです。

前年度同様、件数は減少しています。

会社名 件数 前年比 会社名 件数 前年比

大 樹 31 ▲4 明治安田 16 ▲5
住 友 34 ±0 アフラック 134 ▲12
第 一 114 ▲1 計 429 ▲36
日 本 100 ▲14

（令和５年３月３１日現在）



―９―

事業関係事項

総 務 部

１ 医師倫理の昂揚
理事会、郡市医師会長協議会並びに各種委

員会等において、必要の都度、会長及び担当

理事から医師倫理の昂揚について通達してい

ます。

２ 裁定委員会
本年度は幸いにして裁定委員会は開催され

ていません。

なお、委員会のメンバーは次のとおりです。

委 員 前川 信政（金 沢）

〃 小山 信（金 沢）

〃 坂戸 俊一（金 沢）

〃 武村 肇（加 賀）

〃 田谷 正（小 松）

〃 水毛生直則（能 美）

〃 高田 宗之（白山ののいち）

〃 紺谷 一浩（河 北）

〃 保志場毅一（羽 咋）

〃 八野田 実（七 尾）

〃 中谷 彰男（能登北部）

３ マイナンバー制度への対応
平成２７年１０月から個人番号の通知が始まり、

平成２８年１月から税・社会保障分野等の行政

手続きにおける運用が開始されたことから、

「特定個人情報等取扱規程」及び「特定個人

情報等の適正な取扱いに関する基本方針」を

制定しています。

４ 都道府県医師会長会議
第１回 ９月２０日（火）

第２回 １１月１５日（火）

第３回 １月１７日（火）

その都度石川医報に要旨を報告しています

ので省略します。

５ 都道府県医師会事務局長連絡会
２月１７日（金）

⑴ 感謝状贈呈

⑵ 議事「日本医師会の組織強化について」

６ 郡市医師会長協議会
第１回 ４月１５日（金）

①高齢者施設等における医療支援体制につ

いて（石川県からの協力依頼）

②診療報酬改定（外来感染対策向上加算

等）について

③日本医師会医師会組織強化に向けたパイ

ロット事業について

第２回 ２月２日（木）

①医療従事者の安全を確保するための対策

について

②医師会組織強化について

③オンライン資格確認について

７ 郡市医師会組織強化連絡協議会
５月１２日（木）

⑴ 講演

①「医師会組織強化の重要性について」

日本医師会常任理事 松本 吉郎

②石川県医師会の組織強化に関する取り組

みと管内郡市医師会の組織率の現状

石川県医師会理事 佐原 博之

⑵ 今後の具体的方策に向けた協議

①郡市医師会長からの発言

②協議

８ 都道府県医師会医師会組織強化担当役職員
連絡協議会 １０月１９日（水）

⑴ 医師会組織強化に向けて

日本医師会常任理事 釜萢 敏
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９ 北陸三県医師会、中部医師会連合、関西医
師会連合との連携強化
⑴ 近畿、北陸６県医師会長懇談会
新型コロナウイルス感染症の拡大防止によ

り開催中止となりました。

⑵ 北陸三県医師会懇談会
２月１６日（木）（富山市）

富山県の担当により開催されました。

①オンライン資格確認への対応状況について

②医薬品の不安定供給に係る対応状況につい

て

③医師会組織強化の対応について

④医療勤務環境改善支援センターの現状につ

いて

⑶ 富山・石川・福井・長野四県医師会懇談会
本県の担当でしたが、新型コロナウイルス

感染症の拡大防止により開催中止となりまし

た。

なお、令和５年度に本県の担当により開催

予定です。

⑷ 中部医師会連合と関西医師会連合
中部医師会連合は中部７県（静岡、愛知、

三重、岐阜、福井、富山、石川）と関西医師

会連合（和歌山、奈良、京都、兵庫、滋賀、

大阪）を加えた１３府県により構成され、それ

ぞれ相互連絡、協調、親睦等を目的として諸

会議が開催されています。

各会議の概況は次のとおりです。

◇中部医師会連合
委員総会 １１月１９日（土）（四日市市）

①開会

②委員長挨拶

③来賓祝辞・来賓紹介

④議長選出

⑤会務報告

⑥議事

第１号議案 令和３年度中部医師会連合収

入支出決算に関する件

第２号議案 令和４年度中部医師会連合収

入支出予算に関する件

第３号議案 次期役員選出に関する件

⑦次期委員長挨拶

⑧特別委員会分科会

⑨特別委員会全体会

⑩特別講演

「日本医師会の医療政策について」

日本医師会会長 松本 吉郎

⑪閉会

常任委員会 １３回開催

その都度石川医報に要旨を報告しています

ので省略します。

特別委員会
社会保険特別委員会

９月２４日（土）

地域包括ケア特別委員会

８月２１日（日）、９月２５日（日）

感染症対策特別委員会

１０月１日（土）

中部地区日医代議員協議会
令和３年度第２回

６月１日（水）（名古屋市）

①第１５１回日本医師会定例代議員会並びに

第１５２回臨時代議員会への対応について

令和４年度第１回
３月１日（水）（名古屋市）

①第１５３回日本医師会臨時代議員会への対

応について

②講演「医師会の組織強化について」

日本医師会第五次医師会組織強化検討

委員会委員長
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岐阜県医師会会長 伊在井 みどり

事務局長連絡協議会
第１回 ２月１０日（金）（伊勢市）

◇関西医師会連合
常任委員会
新型コロナウイルス感染症の感染状況によ

り開催中止となりました。

（書面開催）

①令和５年度役員の選出について

②令和５年度常任委員会の開催について

１０ 地方公共団体等との連携
石川県健康福祉部との連絡会を開催し、相

互連携を図っています。

⑴ ４ページに掲載してある石川県等関係会

議に出席しています。

⑵ 次の諸団体に対して協力しています。

石川県歯科医師会

石川県薬剤師会

石川県看護協会

石川県栄養士会

石川県診療放射線技師会

石川県柔道整復師会

石川県鍼灸師会

石川県鍼灸マッサージ師会

石川県臨床衛生検査技師会

石川県理学療法士会

石川県作業療法士会

１１ 石川県四師会交流のつどい（中止）
１２ ドクターバンク事業

平成１２年３月１日付で労働大臣の許可を受

け、医師の無料職業紹介事業を開設していま

す。

令和４年度末の求人者数は延べ７３件、求職

者数は延べ１０件（うち新規登録４件）、就職

成立は０件です。

なお、石川医報に求人・求職情報を掲載し

ています。

１３ 石川県医師会医療功労者表彰式
７月３１日（日）に開催を予定しておりました

が、新型コロナウイルス感染症の拡大防止に

より開催中止とし、被表彰者の表彰状及び記

念品を郵送しております。

なお、記念行事の「デジタルギャラリー（会

員美術展）」は、本会ホームページにより実

施しました。

１４ 第７回皐月の会（ふるさと探究と会員交流
のつどい）
５月２８日（土）に開催を予定しておりました

が、新型コロナウイルス感染症の拡大防止に

より開催中止といたしました。

１５ 第４回全国医師ゴルフ選手権大会
５月４日（水・祝）（岐阜関カントリー倶楽

部）

ゴルフ競技を通じて会員相互の親睦・研鑽

を図ることを目的として日本医師会、全国医

師協同組合連合会の共催により開催されてい

ます。

１６ 医師年金の充実
会員福祉の担い手である日本医師会の医師

年金制度は、これからの福祉社会の中で生涯

あらゆる段階において、経済的な不安を除く

体系的保証を目処に、特に老後の生活に安定

した基礎を与えることを目指しています。

医師年金制度が発足して以来、５０年余経過

し、約３８，０００人の制度加入者と約５，０００億円

の資産を有する我が国有数の積立型私的年金

となっています。

１７ 全国国民年金基金の普及
日本医師・従業員国民年金基金が全国国民

年金基金へ移行し、職能型の日本医師・従業
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員支部として普及活動を行っています。

１８ 各種保険の斡旋
団体生命保険の状況は庶務関係事項「７

団体生命保険取扱いに関する件」に記載のと

おりです。

１９ 金沢エムザ「Mei ロイヤルカード」の入会
石川県医師会会員限定の提携カードで、３

つの特典を設けた制度として創設し、加入員

の募集活動を行っています。

財 務 部

１ 医業税制・経済対策
医業税制等については、日本医師会の対厚

生労働省、或いは財務省又は与党税調との折

衝によってその成果を期待してきました。

令和４年度の活動内容は次のとおりです。

⑴ 日本医師会の活動

令和４年８月、「令和５年度医療に関す

る税制要望」が取り纏められました。医業

経営、勤務環境、健康予防、医療施設・設

備等の１４項目を重点に、厚生労働省を始め

とする関係各方面に対し要望し、１２月２３日、

「令和５年度税制改正大綱」が閣議決定さ

れ、２項目が制度の存続、６項目が制度の

延長・拡充、２項目が関連項目となりまし

た。

⑵ 貸付利率について

独立行政法人福祉医療機構の貸付利率の

改定については、その都度石川医報に掲載

しお知らせしています。

２ 会計について
令和４年度の一般会計、特別会計について

は、公認会計士の指導のもと、平成１９年度か

ら新公益法人会計を用いています。

監事会 ５月２４日（火）

①令和３年度年度石川県医師会収入支出決

算承認に関する件
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学 術 部

１ 生涯教育の充実強化
日本医師会生涯教育制度（昭和６２年度から

制度化）のカリキュラムに基づいて生涯教育

研修（講習）会を開催し、会員が生涯教育を

受ける機会を積極的に提供しています。また、

郡市医師会主催の生涯教育研修（講習）会に

ついても各々に認められており、単科医会主

催やそれ以外の各種団体からの指定申請につ

いては、その都度理事会で協議のうえ指定し

ています。

会員各位が日本医師会から生涯教育研修

（講習）会の修了証を取得するには、会員の

利便性を図るために、個人申告ではなく、本

会からの一括申告を行っています。このため、

本会が指定した生涯教育研修（講習）会主催

者には出席者名簿の提出を、また会員各位に

は、本会で把握できない県外での受講報告の

提出をそれぞれお願いしています。

⑴ 各種団体（各郡市医師会並びに日本医学

会分科会１４１学会を除く）による生涯教育

指定研修（講習）会開催状況

回数 ７４回

延べ出席者数 ３，３９４名

⑵ 生涯教育申告状況

昨年度単位取得者総数 １，２０９名

総合計（単位＋CC） ２２，１５１

平均（単位＋CC） １８．３

２ 受講履歴管理システム
県内の郡市医師会をはじめとする多様な主

催者が開催する日本医師会の生涯教育研修

（講習）会等の受講履歴を一元管理すること

により、会員等における各種の受講履歴の確

認を容易にするとともに、その証明に際して

の便宜供与を図ることを目的として、平成２８

年９月に受講履歴管理システムを導入してい

ます。

また、同システムにおける研修会等の出退

管理用の「受講履歴管理カード（通称．IMA

カード）」を全会員並びに希望者に配布して

います。

３ 医学講座・学術講演会
本会主催、共催又は後援による学術講演会

について、オンラインを併用して以下のとお

り開催しました。

〔本会主催〕
⑴ 不安・不眠に係る研修会

７月１０日（日）参加人数１４２名

「不安に関すること」

医療法人社団青樹会青和病院院長

青木 達之

「睡眠に関すること」

医療法人社団惠仁会惠仁クリニック院長

村井 裕

⑵ 医療安全研修会

第１回 ７月２０日（水）参加人数３１７名

「患者等による暴言・暴力と医療機関によ

る対策の基本」

慶應義塾大学大学院健康マネジメント

研究科教授 前田 正一

第２回 １１月１５日（火）参加人数２６５名

「石川県における医療事故調査の現状」

石川県医師会理事 小林 健

「医療事故の再発防止に向けた提言」

石川県医師会理事 菊地 勤

⑶ 院内感染対策に関する講演会（カンファレ

ンス） ９月７日（水）参加人数２０８名

「パンデミック時代の感染制御」
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金沢医科大学臨床感染学・感染症科教

授 飯沼 由嗣

⑷ 在宅医療研修会「在宅医療のさらなる広が

りを目指して」 １１月２日（水）参加人数８８名

事例紹介

テーマ「これからの地域を支える在宅医療に

向けて」

「特定行為研修の意義とこれから」

恵寿総合病院看護師特定行為研修センタ

ー長（病院長） 鎌田 徹

「特定行為研修支援と活用のしくみについ

て」

恵寿総合病院看護副部長、認定看護師・

特定看護師 船山 真理子

「病院内での医師との連携や活動状況等につ

いて」

恵寿総合病院特定看護師 中河 健一

「院内から在宅へ！在宅領域で活躍する特定

看護師の基盤づくり～栄養及び水分管理に

係る薬剤投与関連に焦点をあてて～」

恵寿総合病院認定看護師・特定看護師

川江 辰徳

ディスカッション

⑸ 全国がん登録研修会

１１月４日（金）参加人数３７名

「全国がん登録のポイントと注意点」

石川県医師会理事 齊藤 典才

「石川県のがん罹患状況等と届出の手順及び

安全管理措置について」

石川県健康福祉部健康推進課

⑹ 周産期・母子保健研修会

第１回 １２月１３日（火）参加人数８２名

「超音波とCTGを使った安全な分娩管

理」

聖マリアンナ医科大学産婦人科学教授

長谷川 潤一

第２回 １月２６日（木）参加人数５８名

「CIN、尖圭コンジローマの妊婦に対する

周産期管理」

金沢医科大学産科婦人科学教授

笹川 寿之

第３回 ３月１３日（月）参加人数７９名

「周産期母子保健の意味と意義～こころの

側から考える～」

日本周産期精神保健研究会副理事長

山王教育研究所臨床心理士・公認心理

士 橋本 洋子

第４回 ３月１６日（木）参加人数１０４名

話題提供「COVID‐１９感染妊婦からの出生

した新生児について～当院の場合～」

石川県立中央病院総合母子医療センタ

ー新生児科 小川 詩季

講演「本質をみた感染対策 母子同室を考

える」

兵庫県立尼崎総合医療センター小児救

急集中治療科、小児感染症内科科長

伊藤 雄介

⑺ エイズ研修会

１２月１９日（月）参加人数５７名

「HIV陽性者への支援をふりかえって」

石川県立中央病院患者総合支援センター

心理士 久保 かおり

「HIV感染症とそれに関連する感染症につ

いて（梅毒、サル痘、COVID‐１９など）」

石川県立中央病院免疫感染症科診療部長

渡邉 珠代

⑻ 第２２回禁煙フォーラム石川２０２２

１２月２０日（火）参加人数６３名

「これからの喫煙問題における新型タバコの

重要性」
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禁煙ねット石川理事長

城北病院血管外科 遠藤 將光

「これからの喫煙問題における新型タバコの

重要性」

さはらファミリークリニック院長

佐原 博之

「COVID‐１９に関する最近の話題と喫煙の影

響について」

石川県立中央病院呼吸器内科診療部長

西 耕一

⑼ うつ病かかりつけ医対応力向上研修会

第１回 １月１２日（木）参加人数８３名

「うつ病の診断治療アップデート２０２３」

（法）明心会柴田病院 武島 稔

第２回 １月２０日（金）参加人数７７名

「発達障害と気分障害」

石川県医師会理事 下畑 創

⑽ 依存症等対応力向上研修会

１月１８日（水）参加人数７３名

「大きく変わる依存症の理解と治療」

石川県立こころの病院診療部長

日野 昌力

「摂食障害の治療と関わり方」

金沢大学附属病院神経科精神科講師

内藤 暢茂

⑾ 肝炎研修会

○加賀地区 ２月１４日（火）参加人数３５名

「南加賀地区における肝炎ウイルス検診の

現状」

南加賀保健福祉センター所長

沼田 直子

「ウイルス性肝炎の最新の治療」

金沢大学保健管理センター助教

島上 哲朗

○能登地区 ２月１５日（水）参加人数２４名

「能登北部地区における肝炎ウイルス検診

の現状」

公立宇出津総合病院内科医長

足立 浩司

「能登中部地区における肝炎ウイルス検診

の現状」

公立羽咋病院内科医長 西野 隆平

「ウイルス性肝炎の最新の治療」

金沢大学保健管理センター助教

島上 哲朗

○中央地区 ２月１７日（金）参加人数６３名

「金沢市における肝炎ウイルス検診の現

状」

横井内科医院副院長 横井 正人

「石川中央地区における肝炎ウイルス検診

の現状」

石川中央保健福祉センター所長

木曽 啓介

「ウイルス性肝炎の最新の治療」

金沢大学保健管理センター助教

島上 哲朗

⑿ がん検診従事者講習会

２月２３日（木・祝）参加人数１３５名

報告「石川県のがん検診の現状と取り組み

について」

石川県健康福祉部次長兼健康推進課課

長 木村 慎吾

講演「肺がん検診ガイドライン２０２２につい

て」

石川県立中央病院副院長 小林 健

講演「肺癌診療に関する最新のUP‐TO‐

DATE ２０２３」

金沢医科大学呼吸器外科学教授

浦本 秀隆

⒀ 風しん対策研修会
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３月１５日（水）参加人数７１名

報告「石川県・金沢市風しん抗体検査事業の

結果について」

石川県健康福祉部健康推進課

連絡「風しんに関する追加的対策について」

石川県健康福祉部健康推進課

講演「～風疹ゼロ～わかりやすい予防接種の

話」

金沢大学医薬保健研究域医学系小児科

助教 横山 忠史

⒁ 新型パンデミック感染症に関する研修会

３月２７日（月）参加人数２７０名

「新型コロナウイルス感染症 今後の対応と

罹患後症状について」

金沢大学附属病院感染制御部特任教授

岩田 恭宜

⒂ 新生児マス・スクリーニング研修会

３月２８日（火）参加人数５０名

「新生児マス・スクリーニング～検査機関よ

り～」

一般財団法人岐阜県公衆衛生検査セン

ター臨床検査課 小川 恵

⒃ 病床機能分化・連携支援研修会

３月２９日（水）参加人数１１４名

講演「地域包括ケア病棟と回復期リハビリテ

ーション病棟はどう違う？」

地域包括ケア病棟協会会長

医療法人社団和楽仁芳珠記念病院理事

長 仲井 培雄

講演「地域包括ケア病棟と回復期リハビリテ

ーション病棟を併設する病院の事例」

特定医療法人社団勝木会やわたメディ

カルセンター理事長 勝木 保夫

特定医療法人扇翔会南ヶ丘病院理事長

宮﨑 俊聡

パネルディスカッション

〔本会共催〕
⑴ 労災診療費算定実務研修会 １０月１４日（金）

⑵ 糖尿病治療ガイドライン研修会

１２月１７日（土）

⑶ 第７回石川県研修医学会 １月１４日（土）

⑷ 石川県医師会労災保険医会集談会

２月４日（土）

⑸ 糖尿病対策成果発表会 ２月１６日（木）

〔本会後援〕
⑴ 一年生交通安全キャンペーン「２０２２黄色い

手帳運動」

⑵ 世界自閉症啓発デー金沢城公園石川門ブル

ーライトアップ ４月２日（土）

⑶ 第１４回日本呼吸ケア・リハビリテーション

学会北陸支部年次集会 ６月４日（土）

⑷ 第１９回加賀百万石ツーデーウオーク

６月４日（土）～６月５日（日）

⑸ 第２０回金沢医科大学病院学術交流会

６月１６日（木）

⑹ 日本リウマチ友の会石川支部創立５０＋１周

年記念大会 ６月２６日（日）

⑺ 第２１回金沢医科大学病院学術交流会

７月２日（土）

⑻ 第２９回日本遺伝子診療学会大会市民公開講

座 ７月１６日（土）

⑼ 日本肝臓学会中部地区市民公開講座

７月３１日（日）

⑽ 世界骨粗鬆症デー２０２２ストップ・ザ・骨粗

鬆症 ８月１日（月）～１０月２２日（土）

⑾ 第４３回金沢医科大学病院連携病院会議

８月５日（金）

⑿ 石川県合同輸血療法委員会金沢講演会

８月２０日（土）

⒀ メディカルオーケストラ金沢第１３回コンサ
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ート ８月２１日（日）

⒁ 第６９回石川県学校保健研究大会

８月２１日（日）

⒂ 第２２回金沢医科大学病院学術交流会

１０月１日（土）

⒃ 金沢医科大学総合医学研究所市民公開セミ

ナー １０月１５日（土）

⒄ メッセージ・ウオーク２０２２

１０月２３日（日）

⒅ IRUD（未診断疾患イニシアチブ）講演会

１０月２６日（水）

⒆ 小松市民病院第１５回市民公開講座

１０月２９日（土）

⒇ 第３３回北信越医療ソーシャルワーク研究会

１０月３０日（日）

�２１ 石川県高次脳機能障害リハビリテーション

講習会 １１月１日（火）～１１月３０日（水）

�２２ 第４３回むし歯予防全国大会 in ISHIKAWA

１１月５日（土）

�２３ いい歯の日・健口フェア １１月６日（日）

�２４ 第６３回よい歯の学校運動 １１月１２日（土）

�２５ リハビリテーション・スポーツフェス２０２２

１１月１４日（月）～１２月３１日（土）

�２６ 第２８回金沢医科大学病院地域医療懇談会

１１月２６日（土）

�２７ 石川県鍼灸マッサージ師会・石川県鍼灸師

会県民公開講座 １１月２７日（日）

�２８ 東海北陸ブロック地域包括・在宅介護支援

センター研究協議会「石川大会」

１２月８日（木）

�２９ 「ハート健康プロジェクト」県民公開講座

１月末～２月２８日（火）

�３０ 第２４回石川県がん診療連携協議会県民公開

講座 ２月１９日（日）

�３１ 石川県合同輸血療法委員会冬のWeb 講演

会 ２月２３日（木・祝）

�３２ Kanazawa Coronary Conference‐２０２３（北陸

PTCAライブ）

３月１７日（金）～３月１８日（土）

�３３ 医療機関向け児童虐待対応強化研修

３月２６日（日）

４ 学会、研究会への助成
⑴ 第１９回加賀百万石ツーデーウオーク

⑵ 第４６回北陸小児糖尿病サマーキャンプ

⑶ 第６１回日本鼻科学会総会学術講演会

⑷ 日本DNA多型学会第３１回学術集会

⑸ 子育て支援メッセいしかわ２０２２

⑹ 金沢大学しらゆり会

５ 治験推進事業
平成１８年度から本会事業として活発な活動

を展開しており、新規審査件数は治験（薬事

法下での試験）０件でした。

⑴ 治験審査倫理委員会

第１２９回審査 ８月１日（月）

第１３０回審査 １１月１１日（金）

第１３１回審査 １１月２４日（木）

６ 石川県医師会認定かかりつけ医
患者や家族等にとって何でも相談すること

ができるとともに、最新の医療情報を熟知し

て必要に応じて専門医や専門医療機関を適時

適切に紹介できる、身近で頼りになる地域医

療・保健・福祉を担う総合的な能力を有する

医師を医師会が「かかりつけ医」として養成・

認定し、医療の質を担保することで地域住民

から信頼される「かかりつけ医」の普及・定

着を図ることを目的とした事業を実施しまし

た。

なお、本年度は４８名の医師を認定しました。

日医かかりつけ医機能研修制度令和４年度応
用研修会
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第１回 ８月７日（日）（Web 講習会）

参加人数４９名

第２回 １１月２３日（水・祝）（DVDによる講習）

参加人数４６名

①かかりつけ医の感染対策

②フレイル予防・対策

③地域リハビリテーション

④かかりつけ医と精神科専門医との連携

⑤オンライン診療のあり方

⑥新型コロナウイルス感染症とかかりつけ医

～事例検討を通して～

７ 専門医「共通講習」の実施
日本専門医機構では、２０１６年１２月に「専門

医制度新整備指針」をまとめ、序文に「専門

医である前に『医師』であることを決して忘

れるべきではありません。幅広いジェネラル

のすそ野の上により高いレベルのスペシャル

ティを築くことが専門医の仕組みであること

を明記すべきと思います」と記載し、さらに

共通講習の目的として、「各領域の枠を超え

た、医師として必要な知識や態度（人間性や

社会性を含む）を扱う講習を受講する」とし

て、その実施について定め、運営を開始して

います。日本医師会から専門医共通講習の実

施の協力要請がありましたので研修会を開催

しました。

母体保護法指定医師研修会（専門医共通講習
会） ８月２８日（日）参加人数５７名

「母体保護法の趣旨と適正な運用に関するも

の、生命倫理に関するもの」

日本大学医学部産婦人科学系産婦人科学

分野准教授

日本産婦人科医会幹事 永石 匡司

「安全な人工妊娠中絶のために」

聖マリアンナ医科大学産婦人科学教授

日本産婦人科医会常務理事

長谷川 潤一
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社会保険部

保険診療上における地域住民との信頼関係の

向上や医療機関に対する国民の不信感を払拭す

るため、問題があればその都度社会保険委員会

等を通じ会員に伝達しています。

１ 社会保険委員会の開催
社会保険委員会は、現代医学の立場にたっ

た保険診療の充実を目的として開催しており、

社保・国保審査委員会状況報告、関係法規等

の通達、保険請求上の参考資料配布、或いは

保険診療に関する会員からの疑義及び要望事

項の収集に努め、毎回多くの議題について協

議しています。特に審査上の諸問題報告は萎

縮診療につながりやすく、その点十分な配慮

を加えながら委員会の運営を行っています。

第１回 ８月５日（金）

①会員から寄せられた返戻・査定例につい

て

②診療報酬点数算定並びに請求等に関する

疑義・要望事項について

③審査委員会からの情報提供等について

④東海北陸厚生局との連絡会について

⑤令和４年度診療報酬改定の評価について

第２回 １月２７日（金）

①会員から寄せられた返戻・査定例につい

て

②診療報酬点数算定並びに請求等に関する

疑義・要望事項について

③次期診療報酬改定への要望事項並びに令

和４年度改定の評価について

④審査委員会からの情報提供等について

２ 保険診療懇談会の開催 ９月１日（木）

会員の先生を対象に、保険診療の基本的な

留意事項、請求上の注意事項、審査会状況等

の保険診療全般に亘る内容の講習会を開催し

ています。

なお、参加できない会員のために、資料並

びに動画を本会ホームページ上に掲載してい

ます。

①保険診療の基本について

②個別指導の実際と指摘事項

③審査会からの情報提供

④令和４年度診療報酬改定について（感染対

策向上加算、オンライン診療等）

⑤新型コロナウイルス感染症にかかわる診療

報酬上の特例的な取り扱いについて

⑥マイナンバーカードを用いたオンライン資

格確認の現状、並びに、電子処方箋につい

て

⑦主治医意見書の書き方説明会

⑧会員からの質問

３ 日医等との保険診療に関しての連携
⑴ 日医との連携
保険診療上の疑義については、その都度日

医と連絡を取りながら対処しています。

都道府県医師会社会保険・情報システム担当
理事連絡協議会 ９月８日（木）

①連絡協議会の趣旨とオンライン資格確認の

原則義務化の経緯

②オンライン資格確認の現状と原則義務化に

関する説明

③オンライン資格確認導入促進と課題解決に

向けた取り組み

⑵ 中部医師会連合との連携（中部医師会連合
社会保険特別委員会）
中部医師会連合社会保険特別委員会は、診

療内容の充実を目的として、各県の保険診療

に関する情報交換、対応策等について協議を
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行っています。

９月２４日（土）

①各県の指導・監査等の状況、本年度の予定

について

②令和４年度の集団指導（厚生局主催）及び

集団指導（医師会主催）の実施方法等につ

いて

③新型コロナウイルス感染症における診療報

酬上の問題点について

④オンライン資格確認システムについて

⑤令和４年度診療報酬改定における検討項目

について

⑥保険医療機関（医科）の診療科別平均点数

一覧（レセプト１件あたりの平均点数）に

ついて

⑦訪問診療における一か月当たりの訪問回数

について

４ 個別指導並びに集団的個別指導、新規個別
指導への立会い
東海北陸厚生局石川事務所が行う個別指導、

集団的個別指導、新規個別指導、監査には、

県医師会・郡市医師会の社会保険担当理事、

社会保険委員等が学識経験者として立会いを

行っています。

個別指導

７月 ２施設 ８月 １施設

９月 ２施設 11 月 １施設

１月 １施設

集団的個別指導（集団部分のみ）

12 月 39 施設 ２月 １施設

新規個別指導

５月 ４施設 ６月 ２施設

７月 ２施設 ８月 ４施設

９月 １施設 10 月 １施設

11 月 １施設 １月 ５施設

５ 東海北陸厚生局石川事務所等関係機関との
連絡協調
保険診療に関わる問題点等については、東

海北陸厚生局石川事務所及び社会保険診療報

酬支払基金石川県支部、石川県国民健康保険

団体連合会等と緊密な連絡を行い、充分なる

意思の疎通を図りながら支障のないように取

り計らっています。

特に、個別指導・集団指導・集団的個別指

導などの実施方法については、その都度東海

北陸厚生局石川事務所に対して問題点を指摘

し、協議・検討しています。

６ 診療報酬改定等に関する対応
診療報酬点数改定に関しては、日本医師会

の社会保険診療報酬検討委員会の中部ブロッ

ク代表の委員を通じて、日本医師会へ中部医

師会連合としての要望事項を提出しています。

会員からの診療報酬点数算定等については、

その都度支払基金や国保連合会、東海北陸厚

生局、日本医師会などに照会し、回答してい

ます。

また、令和５年４月からのオンライン資格

確認の原則義務化に関して適切な情報提供を

行うと共に、Ａ会員に対して導入状況や義務

化への意見等を確認するアンケートを実施し、

結果を日本医師会並びに石川医報に報告して

います。
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地域医療・地域包括ケア推進部

１ 病床機能分化・連携支援事業
国は、地域医療構想アドバイザーの養成を

進め、選定要件を満たし、地域に密着した有

識者として、本会から上田副会長及び橋本理

事を国へ推薦し、医療政策研修会及び地域医

療構想アドバイザー会議が開催されました。

また、地域医療構想の実現、医師・医療従

事者の働き方改革の推進にあたり、特に重要

な役割を担う病院管理者を対象とした研修が

行われました。

さらに、石川県病院協会との共催により「病

床機能分化・連携支援研修会」を開催しまし

た。

⑴ 医療政策研修会及び地域医療構想アドバイ
ザー会議（研修プログラム配信）
第１回 ９月１５日（木）～１０月１４日（金）

（質問受付を含む）

第２回 １月２０日（金）～２月２４日（金）

（質問受付を含む）

⑵ 地域医療構想の実現・働き方改革の推進に
向けた病院管理者研修（オンライン研修）
第１回 １２月１３日（火）～１４日（水）

第２回 １月２４日（火）～２５日（水）

⑶ 病床機能分化・連携支援研修会
（１６ページに掲載）

２ 介護保険制度の推進
介護保険制度改定に伴う食費・居住費、主

治医意見書の様式変更に伴う問題点などにつ

いて、その都度日本医師会や中部各県の状況

を確認しながら対応しています。

⑴ 地域包括ケア委員会 １月１９日（木）

①中部医師会連合委員総会について

②ディスカッション

３ 日本医師会、中部各県医師会との連携
介護保険制度の疑義事項については、その

都度日本医師会と連携を取りながら対応して

います。また、介護報酬など疑義要望事項に

ついては、中部医師会連合地域包括ケア特別

委員会で協議しています。

中部医師会連合地域包括ケア特別委員会
第１回 ８月２１日（日）（Web）

①各県医師会で地域包括ケアに関して重

点的に取り組んでいる事業等について

②重層的支援体制整備事業における各県

の進捗状況および医師会の関わり方に

ついて

第２回 ９月２５日（日）（名古屋市）

①各県医師会で地域包括ケアに関して重

点的に取り組んでいる事業等について

②重層的支援体制整備事業における各県

の進捗状況および医師会の関わり方に

ついて

③介護報酬改定への要望について

④「地域包括診療加算・地域包括診療料

に係るかかりつけ医研修会」の開催に

ついて

４ 主治医意見書書き方説明会
かかりつけ医の認知症診断の知識・技術等

の修得、並びに主治医意見書の書き方の説明

会を開催しました。

第１回 ９月１日（木）

第２回 ２月８日（水）

第３回 ２月２７日（月）

また、冊子「これだけはお願いしたい！主

治医意見書のポイント」を会員に配布しまし

た。

５ 石川県医療在宅ケア事業団の活動
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石川県医療在宅ケア事業団は、石川県・石

川県医師会・石川県看護協会により設立され、

令和５年３月末現在、１５施設の訪問看護ステ

ーションが設置されています。

６ 在宅医療連携体制推進事業
医療・介護・福祉関係職種の方々が連携を

図りながら、地域住民から今後ますます求め

られる在宅医療についての様々な問題を協議

・検討するため、「在宅医療推進協議会」を

設置しています。

事業の実施に当たっては、郡市医師会等の

協力を得ながら、地域の特色を活かした活動

を１７か所の在宅医療連携グループが展開して

います。

⑴ 在宅医療推進事業打合せ会 ５月１７日（火）

全体会議

①令和３年度在宅医療推進事業報告

②令和３年度在宅医療・介護連携推進事業の

担当者研修資料について

地区別会議

①令和４年度県民公開講座について

②令和４年度地域リーダー研修会について

③地区単位の課題等、情報交換

⑵ 在宅医療推進協議会 ３月２３日（木）

①医療提供体制を取り巻く状況と第８次医療

計画

②令和４年度在宅医療連携体制推進事業報告

③在宅医療推進事業成果発表会報告

④令和５年度在宅医療連携体制推進事業につ

いて

⑤各団体からの状況報告

⑥令和５年度在宅医療に関する県の取組み

⑶ 第１１回石川県地域連携室連絡会
１１月５日（土）

基調講演「地域緩和ケア～現状とこれから

～」

やまと＠ホームクリニック院長

大和 太郎

意見交換「地域連携をよりよくするためのア

イデア」

金沢大学附属病院地域医療連携室長

加畑 多文

⑷ 在宅医療推進事業成果発表会
３月２２日（水）

①令和４年度石川県医師会在宅医療推進事業

報告

②令和４年度在宅医療連携グループ活動報告

・加賀市在宅医療連携推進協議会

・白山野々市「医療と介護のシンポジウ

ム」運営委員会

・りくつなケアネット金澤

・あじさい会

・能登町医療介護連絡協議会

７ 在宅医療推進のための普及啓発事業
今後増加すると予測される高齢者や医療的

ケア児における在宅医療のニーズに対応する

ため、医療機関等へ特定行為研修制度の普及

啓発を行うことで、県内の地域医療の充実を

図ることを目的とした事業を実施しました。

⑴ 在宅医療研修会「在宅医療のさらなる広が
りを目指して」 （１４ページに掲載）

８ いしかわ診療情報共有ネットワーク協議会
運営事業
地域における医療連携を促進するため、同

意を得た患者の診療情報を複数の医療機関で

共有できる診療情報共有システムを整備し、

同システムを円滑に遂行することを目的とし

た事業を実施しました。

なお、令和５年４月１日から事務局が石川

県健康福祉部へ移管となります。
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９ 医師会ビジョン委員会
第１回 １０月２５日（火）

会長諮問「これからの医療と身近なＩＴ」

講演・ディスカッション「医療ＤＸと

は？」

第２回 ３月３１日（金）

講演・ディスカッション「改めて、医療Ｄ

Ｘとは？」

医療安全・事故調査対策部

医療法の改正により、医療事故調査制度が施

行され、石川県医療事故調査等支援団体連絡協

議会を設置して、支援団体として初期支援の窓

口や支援団体間の連絡調整に対応しています。

電話による２４時間３６５日支援体制を構築して

おりますが、相談や医療事故届出件数は０件で

した。

医事紛争については、医事紛争対策委員会を

開催し、日本医師会に付託する等適切な対応を

しています。

１ 石川県医療事故調査等支援団体連絡協議会
１０月１７日（月）

①石川県内の医療事故調査等支援活動状況に

ついて

②第２回医療安全研修会の開催について

２ 医事紛争対策委員会
第１回 ８月４日（木）

第２回 １０月５日（水）

第３回 ２月１５日（水）

３ 都道府県医師会医事紛争担当理事連絡協議
会 １２月８日（木）

①日本医師会医師賠償責任保険の運営に関す

る経過報告

②産科医療補償制度と医療紛争（２０２２年１月

改定内容も含めて）

③都道府県医師会からの質問・要望事項

４ 医療従事者の安全確保に関する都道府県医
師会担当理事連絡協議会 ３月１７日（金）

①報告

・厚生労働省から

・警察庁から

②都道府県医師会における取り組みについて
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・「医療従事者の安全確保に関する都道府

県医師会の取り組み状況に関する調査」

（令和５年３月）の結果について（日本

医師会）

・広島県医師会

・茨城県医師会

・東京都医師会

③質疑応答・意見交換

５ 医療従事者の安全を確保するための石川県
警察本部との懇談会 １２月１２日（月）

日本医師会が取りまとめた「医療従事者の

安全を確保するための対策について」を受け

て、地域の医師会や関係機関等から支援や相

談等を求められた際に、迅速かつ適切な対応

が取れる体制の構築を目的とした懇談会を開

催しました。

６ 診療情報提供
患者が疾病と診療の内容を十分に理解し、

医療の担い手である医師と医療を受ける患者

とが共同して疾病を克服し、医師、患者間の

より良い信頼関係を築くよう、会員に対して

診療情報提供を図っています。

また、患者や一般県民の方々から、診療に

関する苦情や相談を受けるための「石川県医

師会医療相談窓口」を設置し、行政、日本医

師会、医療機関など関連機関と連携を取りな

がら対応しています。

７ 医療安全対策推進事業
全国的に医療事故等の報道が絶えず、県民

の医療に対する信頼が揺らいでいるため、医

療事故の未然防止対策等に関する研修会や医

療安全対策の推進及び充実強化を図ることを

目的とした研修会を開催しました。（１３ペー

ジに掲載）

８ 院内感染対策に関する講演会（カンファレ

ンス） （１３ページに掲載）

９ 医療事故調査制度支援団体統括者セミナー
３月１８日（土）

テーマ：支援団体としての具体的な支援の在

り方について

・グループ討議に入る前のイントロダクシ

ョン・講義

・討議テーマ①「医療事故報告における判

断への支援について」

・討議テーマ②「初期対応への支援につい

て」

・討議テーマ③「調査報告書作成への支援

について」

・全体まとめ

１０ 医療者と患者・家族の対話仲介者の普及
⑴ 第９回医療コンフリクト・マネジメント研
修会 ９月１０日（土）

「導入編」「フォローアップ研修編」

富山大学附属病院副病院長、医療安全管

理部部長・特命教授 長島 久

あさひ総合病院看護部長 山本 陽子
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災害医療対策部

石川県などが行う各種訓練について、石川県

総合防災訓練や能登空港の航空機消火救難訓練、

並びに小松空港民間航空機消火救難総合訓練に

本会として参画し、各施設の協力をいただきな

がら災害救急医療情報システムの運用訓練を行

っています。

救急週間については、９月９日を救急の日、

９月４日（日）から１０日（土）までを救急医療週間

と定め、救急医療の普及啓蒙運動について、各

郡市医師会の実情に即した事業の実施をお願い

し、この事業に対する補助をしています。

また、ＪＭＡＴは、被災県が日本医師会に要

請を行うことが原則でありますが、被害を受け

て要請ができない場合もあります。その時には、

ブロック内の他県医師会が連絡する必要がある

と考えられ、ＪＭＡＴの迅速かつ効率的な運用

が実施できるよう、平時の準備を含め、中部医

師会連合災害時医療救護協定を締結しています。

１ 救急医療対策事業
県内の医療機関及び消防機関にＩＤ、パス

ワードを発行し、宿日直医情報を提供してい

ます。

県内の休日当番医についても、各郡市医師

会の協力の下、そのデータを本会で入力し、

県民が活用しています。

２ 石川県地域防災計画について
石川県防災会議並びに石川県防災会議幹事

会には本会からも委員として出席し、本会の

意見を反映させるとともに、防災計画が適正

に推進されるよう努力しています。

３ 石川県防災総合訓練への協力
９月２５日（日）午前８時頃、森本・富樫断層

帯を震源とするマグニチュード７．２（震度６

強）の地震が発生。

この地震による被害は極めて甚大で、特に

川北町を中心に、家屋の倒壊に伴い、多数の

死傷者が発生した。また、地震に伴う火災の

発生や、電気・ガス・水道施設の破損による

ライフラインの寸断、道路・橋りょう・電柱

等の損壊による交通及び通信網の寸断が生起

した。

このことに加え、気圧の谷の通過に伴う前

日からの大雨の影響で、川北町には大雨警報

が発表されており、手取川の水位が上昇して

いたところ、地震による堤防の沈下や損傷に

より、越水及び決壊の危険が高まったため、

川北町は避難指示を発令した。

このため、川北町の要請に基づき、県は直

ちに川北町に災害救助法を適用し、防災関係

機関に対して災害救助の出動要請をするとと

もに、災害対策本部及び現地災害対策本部を

設置した。また、川北町においても迅速に災

害応急対策を実施するため、災害対策本部を

設置。

そのほか、川北町では感染症流行の状況下

にあり、避難所では感染症対策が必要になっ

たとの想定で行われました。

この訓練には、能美市医師会並びに本会が

参加しています。

４ 石川県原子力防災訓練への協力
１１月２３日（水・祝）に、志賀町で震度６強の

地震が発生したことに伴い、志賀原子力発電

所２号機において、外部電源が喪失し、その

後、非常用炉心冷却装置による注水が一部不

能となり、さらに全ての非常用炉心冷却装置

による注水が不能となり、全面緊急事態とな

る。事態がさらに進展し、放射性物質が放出
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され、その影響が発電所周辺地域に及ぶと想

定した訓練が行われました。

５ 能登空港の航空機消火救難総合訓練への協
力
７月２１日（木）午後２時、全のとエア９９９便

（Ｂ７３８型機、乗員６名、乗客１１８名）が目的

地となる能登空港に向けて航行中、乱気流の

影響により、乗員及び乗客に数名の負傷者が

発生、また、一部操縦系統に不具合が発生し

たため、機長が緊急事態を宣言し、管制機関

に緊急通報。

午後２時３０分、滑走路西側（０７側）から進

入し着陸したが、着陸に失敗して滑走路から

逸脱し、空港の着陸帯南側中央付近にて停止。

乱気流の影響及び滑走路からの逸脱に伴い、

乗員・乗客に多数の負傷者が出た模様。乗員

・乗客が全員脱出した後に何らかの原因で航

空機が炎上したとすると想定した航空機消火

救難総合訓練が行われました。

この訓練には、能登北部医師会並びに本会

が参加しています。

６ 石川県メディカルコントロール協議会
石川県メディカルコントロール協議会には

本会からも委員として出席しています。

７ ＪＭＡＴ研修への参加
⑴ 基本編
１月８日（日）午前９時から午後５時３０分ま

で研修が行われ、Zoomを用いて本会から２

名参加しました。

⑵ 統括編
３月１９日（日）午前９時から午後４時５分ま

で研修が行われ、Zoomを用いて本会から３

名参加しました。

８ 中部ブロックＤＭＡＴ実働訓練への参加
１１月２６日（土）午前８時から午後４時まで保

健医療調整本部訓練が行われ、本会から１名

参加しました。

９ 都道府県災害医療コーディネーター研修へ
の参加
１０月１日～１１月３０日までオンデマンド配信、

３月５日（日）１０時１０分～１６時１０分まで日本赤

十字社（東京都）で集合研修が行われ、本会

から１名参加しました。

１０ 中部医師会連合災害医療担当理事連絡協議
会 １１月１９日（土）（四日市市）

報告事項

⑴令和３年度日本医師会救急災害医療対策委

員会の報告について

協議事項

⑴災害発生時における各県の JMAT派遣調

整について

１１ 災害医療対策委員会 １２月１６日（金）

⑴ 能登空港航空機事故総合消火救難訓練に

ついて

⑵ 石川県防災総合訓練について

⑶ 各郡市医師会と各市町との災害協定につ

いて

⑷ ８月４日からの大雨による被害等の状況

について

⑸ その他

①被災時の各郡市医師会での会員との連絡

方法について

②被災時のトリアージの訓練（特に２次ト

リアージのPAT法）について

③中部医連の各県の JMAT事前登録の状

況

④日本医師会 JMAT研修の石川県参加者

状況
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広報情報部

１ 石川医報の充実と医報編集委員会の開催
⑴ 毎月１回発行
毎月１回発行（１６日。ただし、１月は「新

春炉辺寸談」を発行するため２回発行）し、

会員及び関係機関へ配布しています。

⑵ 編集検討委員会の開催（３回）
２ 県民対象のＰＲ活動並びに郡市医師会広報
活動への助成
○金沢市医師会発行「金沢市医師会だより」

○白山ののいち医師会発行「白山ののいち医

師会会誌」

○河北郡市医師会発行「わかば会誌」

○羽咋郡市医師会発行「羽咋郡市医師会会

報」

○七尾市医師会発行「メディカルサロンなな

お」

３ 日本医師会医療情報システム協議会
２月２５日（土）、２６日（日）

（一日目）

事務局セッション

①医師会のセキュリティ対策

株式会社Blue Planet-works Director,

Security Advisor 鴫原 祐輔

②横浜市医師会の IT化の活用事例

横浜市医師会 斎藤 健、岡庭 翔一

③日本医師会Web 研修システム－郡市区医

師会への展開

日本医師会情報システム課 増子 厚

⑴ 医療DXに対する日本医師会の考え

①医療DXに対する日本医師会の考え

日本医師会常任理事 長島 公之

⑵ 国がめざす医療DX

①オンライン資格確認について

厚生労働省保険局医療介護連携政策課

保険データ企画室室長 中園 和貴

②電子処方箋導入に向けて

厚生労働省大臣官房総務課企画官（医薬

・生活衛生局併任）兼電子処方箋サービ

ス推進室長 伊藤 建

③電子処方箋モデル事業

山形県酒田地区医師会副会長

島貫 隆夫

④診療報酬改定DXについて

日本医師会ORCA管理機構（株）

上野 智明

⑶ 医療情報の標準化がめざす未来

①電子カルテ改革から医療DXの目指す社会

～医師・医師団は自らデザインしよう～

Medical Excellence JAPAN代表理事

笠貫 宏

②医療情報分野における厚生労働省の取組み

厚生労働省医薬産業振興・医療情報審議

官 城 克文

③本格化する次世代医療基盤法による医療ビ

ッグデータの活用

内閣府健康・医療戦略推進事務局参事官

姫野 泰啓

④電子情報はどうあるべきか－電子カルテの

標準化

医療情報システム開発センター理事長

山本 隆一

⑤電子カルテのあるべき姿

九州大学病院メディカル・インフォメー

ションセンターセンター長 中島 直樹

⑥PHRの標準化で実現する医療の質向上と

本人主体の健康づくり

京都大学医学研究科社会健康医学系専攻
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予防医療学分野教授

PHR普及推進協議会代表理事

石見 拓

（二日目）

⑷ 地域医療情報連携ネットワーク

①全国医療情報プラットフォームと地域医療

情報連携ネットワークの連携

日本医師会常任理事 長島 公之

②あじさいネット－オンライン診療システム

の活用促進、医薬品の適正利用

長崎県医師会副会長 藤井 卓

③ひろしま医療情報ネットワーク（HMネッ

ト）―概要・現状の課題・今後の取り組み

広島県医師会常任理事 藤川 光一

④医療・介護情報共有システムのあり方―函

館 道南MedIka―

高橋病院理事長 高橋 肇

⑤ICTを用いた離島へき地の医療提供体制

構築について～スマートアイランド推進実

証調査、高画質モバイル中継装置を用いた

オンライン診療についての報告～

JA山口厚生連周東総合病院

柳井市立平郡診療所 陣内 聡太郎

⑸ サイバーセキュリティ

①厚生労働省におけるサイバーセキュリティ

対策の取組みについて

厚生労働省医政局参事官（特定医薬品開

発支援・医療情報担当） 田中 彰子

②重要インフラ分野におけるサイバーセキュ

リティ対策とランサムウエア対策

内閣サイバーセキュリティセンター情報

セキュリティ指導専門官 結城 則尚

③警察のサイバーセキュリティ対策と今後

警察庁サイバー警察局サイバー企画課官

民連携推進室長 中嶋 昌幸

④サイバー攻撃から身を守るために

IPAセキュリティセンターセキュリ

ティ対策推進部部長 桑名 利幸

⑤日本医師会のサイバーセキュリティ支援制

度

日本医師会情報システム課課長

井川 智彦

４ 医師資格証の申請状況
平成２７年４月１日より、日本医師会医師資

格証地域受付審査局を開設し、医師資格証の

発行の本審査を実施しています。
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保健医療部

１ 特定健診・特定保健指導事業への対応
平成２０年から実施されている特定健診・特

定保健指導事業に関わる様々な問題について、

関係団体と連携を図りながら対応しています。

⑴ 受診率向上体制整備検討会
特定健診・保健指導の見直しにより、診療

における検査データを本人同意のもとで特定

健診データとして活用するルールが整備され

たことから、保険者とかかりつけ医の連携に

よる治療中患者の特定健診への勧奨、並びに

診療における検査データを特定健診データと

して活用する仕組みを構築するための検討を

行いました。

第１回 １１月８日（火）

第２回 １月１３日（金）

⑵ 特定健診・特定保健指導従事者研修会
県民の健康保持の観点から石川県、石川県

保険者協議会など関係団体と連携を図りなが

ら研修会受講者に対して、石川県健康福祉部

長、石川県医師会長、石川県保険者協議会長

の３者連名による「修了証」を発行していま

す。

⑶ 特定健診に関わる代表保険者との打合せ会
特定健診集合契約に関わる健診項目や健診

単価、健診実施時期などの問題について、健

康保険組合連合会等との打合せ会を行ってい

ます。

また、代表保険者の健康保険組合と集合契

約（金沢市医師会は別途契約）を結んでいま

すが、石川県医師国民健康保険組合について

は、他の医療保険者と契約内容に違いがある

ため、別途に契約をしています。

２ けんしん事業並びにがん検診の推進
⑴ 石川県生活習慣病検診等管理指導協議会と
の連携
本会から、本協議会並びに循環器疾患等部

会、胃がん部会、子宮がん部会、肺がん部会、

乳がん部会、大腸がん部会、がん登録・評価

等部会の各部会に委員が出席しています。

⑵ がん検診従事者講習会
肺がん検診等における精度管理の向上を目

的とした、がん検診従事者講習会を開催しま

した。（１５ページに掲載）

⑶ 石川県がん情報管理事業
本事業は、平成２８年１月１日に全国がん登

録が法制化され実施しています。

なお、本年度の「石川県悪性新生物患者届

出票」の件数は１４，４４８件です。

また、登録施設を対象に全国がん登録の届

出手順等に関する研修会を開催しました。（１４

ページに掲載）

⑷ がん検診受診率調査事業
職域等におけるがん検診受診者数を把握し、

がん検診受診率向上対策の基礎資料とするた

め、令和３年４月１日～令和４年３月３１日に

医療機関で実施した職域検診並びに個人によ

るがん検診受診者数を調査しました。

３ 母体保護法対策
⑴ 母体保護法指定医師に関する事項
会員から申請のある度に母体保護法指定医

審査委員会に諮り、理事会で協議のうえ、指

定しています。

なお、本年度は書換の年であり、１１月１日

付で７３名の医師を指定し、その後、１名指定

しています。

令和５年３月３１日現在 ７４名

⑵ 家族計画・母体保護法指導者講習会
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１２月３日（土）

テーマ「心の問題を考える―その後のサポー

トへ繋げるために―」

①日本医学会の出生前検査認証制度の現状に

ついて

日本医師会常任理事 渡辺 弘司

②心のケアについて

・出生前検査を選択する人、しない人、そ

してサポートする医療者の現状

昭和大学医学部産婦人科准教授

白土 なお子

・人工妊娠中絶をめぐる心のケアと期待さ

れる支援体制

大阪大学大学院人間科学研究科人間科

学専攻臨床心理学研究分野准教授

菅生 聖子

・中絶を含む周産期喪失の悲嘆ケアと支援

体制

聖路加国際大学看護学研究科客員研究

員 石井 慶子

・総括

日本産婦人科医会常務理事

相良 洋子

③指定発言―行政の立場から（最近の母子保

健行政の動き）

厚生労働省子ども家庭局母子保健課長

山本 圭子

⑶ 母体保護法指定医師研修会（専門医共通講
習会） （１８ページに掲載）

⑷ 母体保護法指定医師研修会
１１月及び令和５年３月に開催された石川県

産婦人科医会学術研修会を指定医師必須研修

会として次のとおり実施しました。

第１回 １１月６日（日）参加人数６３名

「災害時における周産期医療」

金沢大学附属病院産婦人科助教

山崎 玲奈

「裁判事例から学ぶ」

石川県医師会理事

石川県産婦人科医会副会長

上野 浩久

第２回 ３月５日（日）参加人数５９名

「出生前検査と心のケア」

石川県医師会理事

石川県産婦人科医会副会長

上野 浩久

「子宮頸がん検診とHPVワクチン―医師

会・行政・市民への働きかけ―」

金沢市立病院産婦人科科長

石川県産婦人科医会常任理事

金谷 太郎

４ 共同利用施設担当理事連絡協議会の開催
臨床検査センター並びに訪問看護ステーシ

ョンなど医師会立共同利用施設の健全な運営

を図るため、次の協議会が開催され、担当理

事が出席しています。

⑴ 中部医師会連合共同利用施設連絡協議会
１１月６日（日）（四日市市）

①基調講演「医療を取り巻く最近の動向と日

本医師会～これからの医療と医師会共同利

用施設」

日本医師会常任理事 黒瀨 巌

②「かかりつけ医のための医師会共同利用施

設」に関するアンケート調査結果について

三重県医師会理事 小西 博

③シンポジウム

＜石川県＞

「コロナ禍において、石川県医師会臨床検

査センターがかかりつけ医を支えるため

に行ったこと」
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石川県医師会理事 齊藤 典才

④総括

５ 看護師等対策
石川県健康福祉部や石川県看護協会等関係

機関と密接な連携を図りながら、看護職に関

する様々な問題について協議すると共に、国

や県に対し看護職員の養成・確保を強く働き

かけています。

なお、石川県ナースセンター運営委員会等

各種委員会に本会の担当理事が出席し、意見

を反映させています。

その他、日本医師会から看護職養成に関す

る調査や医師会立看護師、准看護師学校の入

学状況調査に協力しています。

⑴ 看護師等養成への助成
加賀看護学校、小松准看護学院、七尾看護

専門学校に助成しました。

６ 花粉症対策事業
⑴ 花粉症対策委員会
第１回 ５月１１日（水）

①令和４年のスギ・ヒノキ花粉測定結果に

ついて

②令和４年のイネ科花粉測定について

③助成金について

第２回 ６月２２日（水）

①令和４年イネ科花粉測定結果について

②来年のスギ・ヒノキ花粉測定開始日

（案）について

③来年のイネ科花粉測定開始日（案）につ

いて

④助成金について

第３回 １月１８日（水）

①令和５年度花粉測定事業計画（案）につ

いて

②今年のスギ花粉の飛散予想について

③助成金について

７ 感染症並びにインフルエンザ等への対応
感染症、食中毒並びに麻しん等の患者が発

生した場合には、その都度本会ホームページ

を更新し公開しています。

⑴ 新型インフルエンザ対策
会員に少しでも早く新しい情報をお知らせ

するため、石川県健康福祉部、日本医師会並

びに郡市医師会と密接な連携を図りながら対

応しています。

また、インフルエンザ患者の集団発生状況

については、その都度、本会ホームページを

更新し公開しています。

新型インフルエンザ対策事業
新型インフルエンザ対策として新型パンデ

ミック感染症に関する研修会を開催しました。

（１６ページに掲載）

⑵ 石川県風しん抗体検査普及啓発事業
風しん対策研修会を開催しました。（１５ペ

ージに掲載）

⑶ 性感染症予防事業
性感染症の蔓延を防止することを目的とし

た冊子を作成し、泌尿器科や婦人科の医療機

関に配布しています。

⑷ 石川県獣医師会との協力
本会及び石川県獣医師会との間で学術協力

の推進に関する協定を締結しています。

⑸ 新型コロナウイルス感染症対策
「新型コロナウイルス感染症対策本部」を

設置し、会員に少しでも早く新しい情報をお

知らせするため、石川県健康福祉部、日本医

師会並びに郡市医師会と密接な連携を図りな

がら対応しています。

また、石川県健康福祉部並びに、日本医師

会からの情報については、その都度、本会ホ
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ームページを更新し公開しています。

①石川県医師会と石川県の打合せ

５月１９日（木）

６月２３日（木）

８月２５日（木）

１０月２７日（木）

３月２３日（木）

②新型コロナウイルス感染症にかかる石川県

医療調整本部会議

４月２５日（月）

７月２８日（木）

８月２６日（金）

９月１５日（木）

１１月１１日（金）

③都道府県医師会新型コロナウイルス感染症

担当理事連絡協議会

第３３回 ４月２２日（金）

第３４回 ５月１８日（水）

第３５回 ８月９日（火）

第３６回 １０月１１日（火）

第３７回 １２月２３日（金）

第３８回 ２月２８日（火）

８ 石川県小児救急電話相談協議会運営事業
石川県が民間の電話相談会社に委託し、午

後６時から翌朝８時まで実施している「小児

救急電話相談」について、石川県から委託を

受け、その事業の評価、体制の在り方の検討

を行う「小児救急電話相談協議会」を開催し

ています。

少子化対策委員会 １１月１０日（木）

①小児救急電話相談事業報告について

②パンフレット「こどもの救急」について

９ 肝疾患診療体制整備事業
肝炎は、自覚症状に乏しく、長期間放置し

ていると、肝硬変や肝がんを引き起こす危険

性があるため、肝炎ウイルス感染者が、適切

な治療や経過観察を長期間にわたり継続し、

肝硬変や肝がんの発生を予防できるよう、肝

疾患診療連携拠点病院及び専門医療機関の診

療体制を整備するとともに、県内の肝疾患診

療体制の普及啓発を図るため、医療従事者研

修会の開催や治療中断防止事業を実施してい

ます。

⑴ 肝炎対策検討委員会 ９月３０日（金）

①令和４年度肝疾患診療体制整備事業の実施

について

②改正肝炎対策指針

③改正Ｂ型・Ｃ型肝炎ガイドライン

④石川県肝炎診療連携の現況とＩＤリンクシ

ステムの利用

⑤ウイルス性肝疾患に対する各種助成制度と

その実績

⑥眼科医会との連携

⑦電子カルテを用いた肝炎ウイルス検査陽性

者の拾い上げ

⑧肝炎研修会の開催について

⑨肝疾患診療支援リーフレットの作成・配布

について

⑵ 肝炎研修会
感染者が適切な医療を継続して受けられる

よう、拠点病院及び専門医療機関の診療体制

を整備し、かかりつけ医との連携を推進する

ことを目的に、県下３会場において研修会を

開催しました。（１５ページに掲載）

１０ 禁煙支援等普及事業
タバコは、がんや虚血性心疾患、脳血管疾

患等の生活習慣病ばかりでなく、低体重児の

出生や乳幼児突然死症候群（SIDS）等の発

症に大きく関与していることから、県民をタ

バコの害から守ることが必要です。また、受
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動喫煙の機会として職場や家庭が多いことか

ら、特に働く世代への喫煙対策が必要です。

このため、広く県民に対し、タバコの健康

への影響についての普及啓発や禁煙のサポー

トを実施するとともに、大学・企業等との連

携による受動喫煙防止教育や禁煙支援等の体

制整備を行うため事業を実施しました。

⑴ タバコ対策講演会
①第２２回禁煙フォーラム石川２０２２

（１４ページに掲載）

②県民公開講座「たばこについて考えるフォ
ーラム」 ３月４日（土）参加人数３３名

講演「たばこの正体」

石川県医師会理事 佐原 博之

講演「タバコとコロナ感染症」

石川県医師会理事 長尾 信

⑵ いしかわの大学等無煙化推進事業
若年者の喫煙防止や受動喫煙防止対策の推

進を支援するため、タバコに関する講演会を

開催しました。

①北陸学院大学短期大学部

１１月１０日（木）参加人数３９名

「タバコの正体」

石川県医師会理事 佐原 博之

⑶ 働く世代への禁煙支援事業
働く世代を対象とした禁煙支援や受動喫煙

防止対策の普及啓発を行うため、県内の事業

所等を対象としたセミナーを開催しました。

①企業向け禁煙支援セミナー

３月１６日（木）参加企業１７社

「たばこの正体２０２３－新型コロナウイルス

感染症と喫煙の害－」

石川県医師会理事 佐原 博之

１１ アスベスト健康被害対策事業
建物建材として長く使用されてきたアスベ

スト（石綿）のばく露によって生じる中皮腫

等のアスベスト関連疾患は、発症まで長い潜

伏期間を要するため、相当数存在していると

推測されます。このため、アスベスト関連疾

患の早期発見・診断を適切に行うための知識

の普及と、最新情報の提供を目的として、本

会が実施する下記の研修会において、出席者

に教材を配布しました。

日医認定産業医研修会（じん肺診断）

８月２１日（日）

１２ 周産期医療関係者研修事業
周産期医療関連施設等の医師、助産師、看

護師等を対象に、周産期医療において必要な

専門的・基礎的知識及び技術を習得させるこ

とにより、周産期医療関係者としての資質の

向上を図ると共に、周産期医療体制の推進を

図ることを目的とした事業を実施しました。

また、出生数に占める極低出生体重児の割

合が増加傾向にあり、発育・発達の遅延や障

害等に係るリスクが大きく、保護者は不安や

育児上の困難を抱えやすいため、極低出生体

重児（出生時体重１５００g未満）用の成長記録

として母子健康手帳を補完するための冊子

（リトルベビーハンドブック）を作成し、保

護者の精神的不安の軽減を図りました。

⑴ 周産期・母子保健研修会（１４ページに掲
載）

⑵ 新生児心肺蘇生法講習会
第１回 スキルアップ（Ｓ）コース

６月１９日（日）

第２回 専門（Ａ）コース ８月６日（土）

第３回 スキルアップ（Ｓ）コース

９月３日（土）

第４回 スキルアップ（Ｓ）コース

９月１７日（土）
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第５回 スキルアップ（Ｓ）コース

１１月５日（土）

第６回 専門（Ａ）コース １月１５日（日）

第７回 スキルアップ（Ｓ）コース

２月５日（日）

⑶ リトルベビーハンドブック作成のための検
討会
第１回 ６月１日（水）

①冊子の名称

②内容の構成（項目の要否含めて）

③各ページの担当

④提出期日

第２回 ８月３１日（水）

①ハンドブックについて

②保護者へのアンケートについて

③医療機関・市町への配付数の調査につい

て

④提出期日

１３ 新生児マス・スクリーニング検査等体制整
備事業
新生児マス・スクリーニング検査等の実施

にあたり、検査や医療の技術指導、検査の普

及啓発、陽性児の事後フォロー等の推進を図

ることを目的とした事業を実施しました。

⑴ 新生児マス・スクリーニング検査等対策委
員会 １月１６日（月）

①令和３年度マス・スクリーニング検査の実

施状況について

②マス・スクリーニング検査・治療に関する

研修会の開催について

⑵ 新生児マス・スクリーニング研修会
（１６ページに掲載）

１４ うつ・依存症等対応研修事業
うつ病及びアルコールや薬物等の依存症に

おける患者の早期発見、早期治療に努めると

ともに、医療現場における自殺防止ゲートキ

ーパーの養成を図ることを目的として、かか

りつけ医をはじめとした医療従事者向けに研

修会・事例検討会等を開催しました。（１５ペ

ージに掲載）

研修企画委員会 １０月７日（金）

①令和３年度うつ病・依存症等対応研修事業

の実施状況について

②令和４年度うつ病・依存症対応研修会につ

いて

１５ いしかわ糖尿病重症化予防ネットワーク事
業
県民が糖尿病に関する正しい知識を得て、

糖尿病及び合併症の発現を防ぐことができる

よう普及啓発を図るとともに、患者が適切な

医療を受けられるよう地域医療体制の整備を

図ることを目的とした事業を実施しました。

⑴ 糖尿病対策推進会議
第１回 ６月２８日（火）

①石川県糖尿病対策推進会議設置要綱につ

いて

②ワーキンググループについて

③医療連携ワーキンググループについて

④令和２年度市町国保の特定健診の結果

（速報値）

第２回 １０月４日（火）

①ワーキンググループの進捗状況

②「令和４年度糖尿病対策成果発表会」に

ついて

③糖尿病治療に関する学会からのコンセン

サスステートメントについて

④SGLT２阻害薬の recommendation につ

いて

第３回 ３月３０日（木）

①石川県健康福祉部より
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②令和４年・５年度石川県糖尿病重症化予

防ネットワーク事業について

③次年度の糖尿病フォーラムについて

④石川糖尿病連携医・石川糖尿病療養指導

士について

⑵ 世界糖尿病デー（ライトアップ）
糖尿病の予防と治療への理解を深めるため

に、国際連合で採択された１１月１４日の「世界

糖尿病デー」に併せて、１１月１３日（日）～１９日

（土）まで石川県と本会が共催し、次の箇所に

おいてブルーライトアップ実施しました。

①１１月１３日（日）～１９日（土）

・金沢城公園石川門

・石川県政記念しいのき迎賓館

・金沢駅鼓門

②１１月１３日（日）～１５日（火）

・金沢港クルーズターミナル

⑶ 県民フォーラム
例年、県内２か所で開催しているフォーラ

ムは新型コロナウイルス感染症の感染防止た

め中止し、代わりに１１月１３日（日）～１９日（土）

に、オンデマンド配信で県民フォーラムを実

施しました。

第１部：糖尿病とともに生きる人を正しく理

解しよう！―誤解や偏見のない社会

を目指して―

①糖尿病になってから変わったこと・感じ

たこと

１型糖尿病になって：袋谷 亜季子

２型糖尿病になって：佐々木 均

②糖尿病を有している方の雇用に関して

金沢市立病院病院事業管理者

髙田 重男

③小児糖尿病サマーキャンプから学んだこ

と

金沢大学臨床実践看護学講座教授

多崎 恵子

④糖尿病を有している人にエール

大沢内科クリニック院長 大澤 謙三

第２部：健康作りのお役立ち情報

①「お薬の飲み忘れ 考えよう原因と対

策」

NPO法人薬薬連携SDGs

KANAZAWA／てまり涌波薬局

宇夛 裕基

②「運動継続に役立つスマホアプリ」

石川県理学療法士会 片田 圭一

③「健康寿命延伸につながるお口の健康

～年に一度は歯科健診を～」

石川県歯科医師会理事 江尻 重文

④「もっと身近に眼科受診を」

なかしま眼科クリニック院長

中島 基宏

第３部：コロナの時だからこそ、人とのつな

がりを

友の会からのメッセージビデオ
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勤務医部

勤務医が抱える諸問題、女性医師のキャリア

形成と就業継続支援、臨床研修医支援について、

勤務医活動推進委員会並びに女性医師支援委員

会、臨床研修医支援ワーキンググループ等を開

催し検討しています。

１ 勤務医活動推進委員会並びに女性医師支援
委員会 ９月２２日（木）

⑴ 令和３年度事業報告及び令和４年度事業

計画について

⑵ 勤務医フォーラムについて

⑶ 勤務医部総会及び病診連携の集いについ

て

２ 勤務医フォーラム（金沢市医師会共催）
１２月３日（土）参加人数４３名

「金沢大学医学類の診療参加型臨床実習につ

いて」

金沢大学副医学系長

医学類教育委員会委員長

山本 靖彦

「診療参加型臨床実習・初期臨床研修の経験

から」

石川県立中央病院初期研修医

阪井 祐介

公立松任石川中央病院初期研修医

平野 葉香

「パネルディスカッション」

金沢大学 山本 靖彦

石川県立中央病院 阪井 祐介

公立松任石川中央病院 平野 葉香

ＫＫＲ北陸病院 道下 泰克

石川県済生会金沢病院 代田 幸博

金沢市立病院 大石 尚毅

３ 第３１回総会・病診連携の集い
２月１８日（土）参加人数５５名

⑴ 総会

①令和４年度事業中間報告並びに会計中間

報告

②令和５年度事業計画（案）並びに収支予

算（案）

③講演「医師会長に就任して」

秋田県医師会会長 小泉 ひろみ

⑵ 病診連携の集い（金沢市医師会共催）

「当院における医師の働き方改革への取り組

み」

金沢市立病院呼吸器内科医長

古荘 志保

「当院における働き方改革の取り組みと課

題」

石川県立中央病院副院長 高橋 麗子

「市立輪島病院における医師の働き方改革に

向けた取組」

市立輪島病院院長 品川 誠

「多様な働き方による改革」

芳珠記念病院名誉院長 上田 博

４ 都道府県医師会勤務医担当理事連絡協議会
５月２７日（金）

⑴ 全国医師会勤務医部会連絡協議会につい

て

⑵ コロナ禍での勤務医の働く環境課題の整

理と、今後のポストコロナ・ウイズコロナ

時代を見据えた勤務医の働き方改革

香川県医師会副会長

日本医師会勤務医委員会委員

若林 久男

⑶ 全国における勤務医の意見集約に望まれ

ること～全国８医師会ブロックにおける議

論の活性化への提言～
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鳥取県医師会会長

日本医師会勤務医委員会委員長

渡辺 憲

５ 全国医師会勤務医部会連絡協議会
１０月１５日（土）（名古屋市）

日本医師会主催、愛知県医師会担当により

「医療新時代を切り開く勤務医の矜持～コロ

ナを克えて～」をメインテーマに全国医師会

勤務医部会連絡協議会が開催されました。

⑴ 特別講演Ⅰ「医師会の組織力強化に向け

て」

日本医師会会長 松本 吉郎

⑵ 特別講演Ⅱ「社会の共有財として「知の

コモンズ」をめざす東海国立大学機構の挑

戦～総合知の活用による人類社会の課題解

決への取り組み～」

国立大学法人東海国立大学機構機構長

松尾 清一

⑶ 特別講演Ⅲ「２０４０年の医療介護」

一般社団法人未来研究所臥龍代表理事

上智大学総合人間科学部教授

前駐アゼルバイジャン共和国日本国特

命全権大使

元厚生労働省年金局長

元内閣官房内閣審議官 香取 照幸

⑷ シンポジウムⅠ「医療新時代の病院機能

分化と連携推進～アフターコロナのあるべ

き姿を問う～」

①感染症対策から考える将来の病院の姿～

愛知県新型コロナ感染症対策医療専門部

会の立場から～

独立行政法人国立病院機構名古屋医療

センター院長 長谷川 好規

②尾張西部医療圏における医療連携～公立

病院の立場から～

一宮市立市民病院院長 松浦 昭雄

③西三河南部西医療圏における病床整備－

自主的協議体を中心とした医療提供体制

の構築－～公的病院の立場から～

JA愛知厚生連安城更生病院院長

度会 正人

④新型コロナは、今後の病院医療に何をも

たらしたか？～民間病院の立場から～

社会医療法人名古屋記念財団理事長

太田 圭洋

⑤アフターコロナの地域医療構想～愛知県

病院団体協議会の取り組み～

愛知県病院団体協議会会長

社会医療法人大雄会理事長

伊藤 伸一

⑸ シンポジウムⅡ「医師の働き方改革～光

と陰～」

①働き方改革と急性期医療両立のジレンマ

～公立病院の立場から～

春日井市民病院院長 成瀬 友彦

②救命救急センターを設置する病院の働き

方改革～公益社団法人病院の立場から～

公益社団法人日本海員掖済会名古屋掖

済会病院院長 河野 弘

③働き方改革が病院経営に及ぼす影響～民

間病院の立場から～

名古屋鉄道健康保険組合名鉄病院顧問

細井 延行

④大学病院における医師の働き方改革の現

状～大学病院の立場から～

藤田医科大学学長 湯澤 由紀夫

⑤医師の勤務環境に関するアンケート結果

より～ダイバーシティの立場から～

社会福祉法人聖霊会聖霊病院院長

春原 晶代
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⑹ 愛知宣言採択

６ 第１６回男女共同参画フォーラム
４月２３日（土）

日本医師会主催、大分県医師会担当により

「医療人を育む一歩から～医師の多様な働き

方について～」をメインテーマに男女共同参

画フォーラムが開催されました。

⑴ 基調講演Ⅰ「日本眼科医会の男女共同参

画―医会活動に女性が関わる意義―」

日本眼科医会会長 白根 雅子

⑵ 基調講演Ⅱ「悠遠の男女共同参画－苦悩

する心臓血管外科医」

大分大学医学部附属病院心臓血管外科

教授 宮本 伸二

⑶ 日本医師会男女共同参画委員会報告

日本医師会男女共同参画委員会委員長

越智 眞一

⑷ 日本医師会女性医師支援センター事業報

告

日本医師会常任理事 神村 裕子

⑸ シンポジウム

①わたしのベストポジション～ドイツから

はじまる七転び八起き～

中津市民病院心臓血管外科

漆野 恵子

②オール大分女性医師復帰支援への取組と

必要性について

大分大学学長特命補佐（ダイバーシテ

ィ担当）・男女共同参画推進室長・医

学部医学生物学教授・女性医療人キャ

リア支援センター長 松浦 恵子

③医師の働きやすい環境づくりに向けて～

大分県における長時間労働対策と女性医

師の復帰支援について～

大分県福祉保健部医療政策課課長

小野 宏

⑹ 総合討論

７ 女性医師支援・ドクターバンク連携中部ブ
ロック会議 １１月２７日（日）（名古屋市）

ドクターバンク事業における各都道府県医

師会とのさらなる連携強化を目的とするため、

三重県医師会主催により開催されました。

⑴ 日本医師会女性医師支援センターからの

報告

⑵ 医師のキャリア支援と医師確保の取り組

み

①世代別のキャリア支援の検討（勤務する

医師側への支援）

②医師確保支援の検討（求人医療機関側へ

の支援）

③女性医師のキャリアアップ支援体制

８ 女性医師就業継続支援事業
石川県からの委託を受けて、女性医師が結

婚、出産、育児等で離職せず引き続き勤務を

続けられるよう、女性医師の就業継続及びそ

の勤務環境の改善に寄与することを目的とし

た事業を実施しました。

⑴ 石川県女性医師支援センター運営委員会並
びにコーディネーター連絡会 ５月３１日（火）

①令和３年度活動実績報告について

②令和４年度事業計画について

③金沢大学医薬保健学域医学類総括講義及び

金沢医科大学医学部臨床講義の参加につい

て

④女性医師支援セミナーの開催について

⑤メンター活動報告会の日程について

⑥女性医師勤務状況調査について

⑵ コーディネーターとメンターとの連絡会
７月１１日（月）

①メンターの業務・進め方について
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⑶ 女性医師勤務状況調査の実施
女性医師メンターを配置している１５病院を

対象に、女性医師数及び勤務状況の調査を行

いました。

⑷ メンター活動報告会
日頃のメンター活動を中心に問題点や課題

について、コーディネーターと意見交換を行

いました。

１１月５日（土） 出席者１６名

１２月１８日（日） 出席者８名

⑸ 女性医師支援セミナー・講義等
目指すべきロールモデルや院内の勤務環境

改善の先進事例を紹介する女性医師支援セミ

ナーを開催しました。

金沢医科大学医学部臨床講義
１０月１４日（金）受講者８７名

「輝く女性の活躍支援には何が必要か？～男

性リーダーによる女性活躍推進のすすめ

～」

①女性医師と働き方改革 これまでとこれ

から

石川県女性医師支援センターコーディ

ネーター 轟 千栄子

②男性リーダーによる女性活躍推進のすす

め～医学部学生へのエール～

石川県知事 馳 浩

③ビデオメッセージ「女性医師が輝ける勤

務環境の改善に向けて」

参議院議員 自見 はなこ

④女性医師として仕事を継続する方法

金沢医科大学総合内科学助教

澤田 未央

金沢大学医薬保健学域医学類総括講義
１０月２１日（金）受講者７９名

「男女共同参画 これから医師になる皆さん

に是非知っていただきたいこと」

①女性医師支援室に男性医師がいるのはお

かしいの？～アンコンシャスバイアスと

は～

富山大学附属病院呼吸器内科診療講師

岡澤 成祐

②当直やオンコールが免除されることが女

性医師支援だと思ってませんか？～男女

共同参画の本当のゴールとは～

福井大学医学部附属病院呼吸器内科講

師・外来医長 早稲田 優子

③女性医師と働き方改革 これまでとこれ

から

石川県女性医師支援センターコーディ

ネーター 轟 千栄子

金沢医科大学女性医師の生き方セミナー
１２月１４日（水）参加人数６１名

テーマ「知っておいて損はない！～医師の

出産・育児について～」

①基調講演「研究も子育ても～ライフワー

クを追い求めて～」

東京大学大学院医学系研究科疾患生命

工学センター放射線分子医学部門准教

授 細谷 紀子

②特別講演「育児休業・介護休業を知って

いますか 育児介護休業法改正のポイン

ト」

ラクシュミー社会保険労務士会事務所

所長 林 由希

③育児休業を取得した男性医師からのメッ

セージ

肝胆膵内科医師３名

金沢大学第１０回女性医師の生き方セミナー
３月１８日（土）参加人数３４名

テーマ「医師の多様な『働き方』を考える」
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金沢大学医局からの講演

①子育て医師の人員配置～現状と課題～

小児科医局長 黒田 文人

②後期研修中の仕事と育児

小児科 東 玖美

③皮膚科での働き方

皮膚科 伊川 友香

④家庭とキャリアの狭間で

皮膚科 中堀 イリス

⑤医師の多様な働き方について～血液内科医

編～

血液内科医局長 細川 晃平

⑥血液内科・能登勤務とライフプランを両立

させる方法

血液内科 近川 由衣

⑦当科における女性医師支援の取り組み

放射線科医局長 奥田 実穂

⑧産後パパ育休体験記

呼吸器内科 渡辺 知志

⑹ 石川県女性医師支援センターのパンフレッ
ト更新及び配布
女性医師支援センターのパンフレットを更

新し、県内施設等へ配布しました。

⑺ 相談事業・情報提供事業
メンターが自院において後輩女性医師から

の相談や助言を行い、また、セミナーの開催

案内等の情報提供を行いました。

９ 第７回いしかわ研修医合同オリエンテーシ
ョン（石川県、石川県医師会、石川県臨床研
修推進協議会主催）

４月７日（木）参加人数１３０名

県内において研修する臨床研修医が、質の

高い、充実した研修を受けられるよう、様々

な形で支援することを目的としてオリエンテ

ーションを開催しました。

⑴ 講義

①「医師会ってなんだ！？～医療は制度で

動いている！～」

石川県医師会理事 佐原 博之

②「若手医師のキャリア形成支援につい

て」

石川県臨床研修推進協議会

金沢医科大学病院臨床研修センター長

飯沼 由嗣

⑵ 活動報告「研修医が自ら企画・立案する

活動について」

石川県研修医の会代表 池淵 文香

⑶ 研修医の紹介（各研修病院）

⑷ 研修開始宣言

１０ 臨床研修医支援ワーキンググループの開催
研修医自らが企画・立案する取組等を支援

するため委員会を開催しました。

第１回 ６月６日（月）

①令和４年度臨床研修医支援ＷＧの委員に

ついて

②「石川県研修医の会」メーリングリスト

の登録状況について

③今年度の事業活動について

④石川医報「はばたけ！石川の研修医た

ち」コーナーについて

第２回 １１月２４日（木）

①第７回石川県研修医学会の報告について

②医学部卒後５年間会費減免について

１１ 第７回石川県研修医学会（石川県研修医の
会主催 石川県・石川県医師会・石川県病院
協会・石川県臨床研修推進協議会共催）

１月１４日（土）参加人数８７名

テーマ「石川県の臨床研修病院で活躍する研

修医の交流と研鑽」

⑴ 特別講演「新型コロナウイルスパンデミ
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ックで学んだこと～感染症専門医の視点か

ら～」

金沢医科大学臨床感染症学教授

飯沼 由嗣

⑵ 演題発表「研修中に経験した興味深い症

例の報告、臨床・基礎研修の報告 or

COVID１９の経験」 初期研修医８名
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臨床検査センター部

令和４年度臨床検査等受託件数は、保険診療

分他が前年度比７４．０％、個別健診事業が同

９９．７％、その他健診事業が同９６．５％、全体では

同９０．５％となり、前年度大幅に増加した便中ヒ

トヘモグロビン検査の減少が全体を押し下げる

大きな要因となりました。新型コロナウイルス

の受託件数は、令和４年度は第７波、第８波の

影響で大幅に増加しましたが、年度末に掛けて

受託件数、陽性者数も大幅な減少に転じました。

保険診療分他の事業に関しては、尿・糞便検

査で令和３年度から受託を開始した大手民間検

査センターの便中ヒトヘモグロビン検査が、入

札の関係で令和４年度は一転して大幅に減少し

ました。微生物学的検査では新型コロナウイル

ス検査の受託件数の大幅な増加が見られました

が、保険点数の相次ぐ引き下げの影響などがあ

り、令和３年度の様に大きく収益に寄与するも

のではありませんでした。血液学的検査、生化

学的検査Ⅰ、生化学的検査Ⅱ、病理学的検査も

減少となり、全ての検査においてコロナ禍以前

の状態には戻っていません。

個別健診の特定健診等については、当センタ

ー受託分では令和３年度に比べ全体で若干の増

加が見られました。健康増進法に基づき市町が

実施する個別がん検診について、大腸がん検診

は白山ののいち、能登北部を除き減少しました。

子宮がん検診は、河北郡市、能登北部を除き減

少しました。妊婦健診における液状細胞診検査

は平成２８年度をピークに減少傾向が続いていま

す。肺がん検診（喀痰細胞診）は白山ののいち、

河北郡市で増加しましたが、金沢市は引続き減

少しました。前立腺がん検診（ＰＳＡ検査）を

実施している自治体では小松市と羽咋郡市を除

き増加しました。肝炎ウイルス検査は令和３年

度に比べ減少しました。平成３１年度から実施さ

れ、令和７年３月まで期間が延長された風疹抗

体検査（無料クーポン）は令和３年度に比べ約

１．３倍の受託件数となりました。

その他健診事業では、学校健診における心臓

検診・血液検査等は受診者数に若干の減少が見

られました。加賀市住民健診（集団）の受診者

数は令和３年度に増加しましたが、令和４年度

は再び減少に転じました。事業所健診（集団）

の受診者数は、前年度を下回る件数となりまし

た。事業所健診（個別）におけるデータ処理数

は、緩やかに増加傾向が続いています。平成２８

年度から事業所健診に新たに加わったストレス

チェックは、令和４年度は前年度に比べ増加し

ました。

１ 運営委員会
第１回 ５月１３日（金）

①令和３年度臨床検査センター部決算案に

ついて

②営業活動報告

③新型コロナウイルス核酸検出検査件数

第２回 ２月２４日（金）

①令和５年度臨床検査センター部予算案に

ついて

②営業活動報告

③新型コロナウイルス核酸検出検査件数

④令和４年度収入・支出中間報告について

２ 事業推進会議
令和４年度は６人の担当理事を交え事業推

進会議を６回開催しました。新型コロナウイ

ルスの感染拡大やWith コロナに伴う社会・

経済活動の正常化、第８波以降の感染者の減

少を受けた１年であり、その中で感染拡大時
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の検査体制の在り方や試薬等の在庫状況、一

般検査事業の受託状況、個別健診事業に及ぼ

す影響、コロナ禍での営業活動、新型コロナ

ウイルスの感染症５類への移行を見据えた検

査体制等、諸課題について協議を重ねました。

主な協議事項と報告事項は以下のとおりで

す。

①令和３年度検査センター部決算案（中間報

告）について

②令和３年度決算案について

③新型コロナウイルス核酸検出検査受託状況

について

④システムセキュリティ対応について

⑤営業報告

⑥新形コロナウイルス核酸検出検査装置につ

いて

⑦令和４年度立入検査実施について

⑧ICT個別検診システム（金沢市すこやか

検診）との連携構想について

⑨JANIS 提出ファイル作成用エクセルデー

タの提供について

⑩令和５年度検査センター部予算案について

⑪令和４年度検査センター部補正予算案につ

いて

⑫職員人事評価の実施について

⑬収入・支出中間報告について

⑭情報ポスティングシステムの取扱い開始に

ついて

３ 課長会議
当検査センター内部の課長会議は５回開催

しました。主な議案は、①令和３年度臨床検

査センター部決算案について ②MSシュレ

ッダー更新について ③新型コロナウイルス

核酸検出検査受託 ④営業報告 ⑤令和４年

度収入支出中間報告 ⑥案件進捗状況 ⑦令

和４年度衛生検査所立入検査について ⑧令

和５年度臨床検査センター部予算案について

協議又は報告を行いました。

４ 職員研修
令和４年度職員研修は１４回開催し、その研

修内容は、①全自動化学発光免疫測定法装置

「Alinity i」の紹介 ②検体回収時の注意点

について ③BDバイパー TMLTシステム、

BDOnclarity TMHPVキットについて ④a、

免疫自動分析装置「AtellicaSoliution Atellica

IM１６００」 b、総合血液学検査装置「アドヴ

ィア２１２０i」の紹介 ⑤全自動塗布装置「BD

キエストラ」の紹介 ⑥a、全自動化学発光

酵素免疫測定装置「AIA－CLシステム」（東

ソー株式会社）の紹介 b、全自動電気化学

発光免疫測定装置「cobas pro〈８０１〉」（ロシ

ュ・ダイアグノスティックス株式会社）の紹

介 ⑦１、免疫発行測定装置「ルミパルスL

２４００」（富士レビオ株式会社）の紹介 ２、

自 動 化 学 発 光 酵 素 免 疫 分 析 装 置

「Accuraseed」（富士フィルム和光純薬株式

会社）の紹介 ⑧１、コールターセルラーア

ナリシスシステム｢UniCel DxH９００ シリー

ズ」 ２、全自動化学発光酵素免疫分析装置

「ユニセル Dx１８００」の紹介（ベックマン

・コールター株式会社）⑨a、全自動化学発

光免疫測定装置「Alinity i」 b、全自動総

合血液学分析装置「Alinity h」の紹介（アボ

ットジャパン合同会社） ⑩a、多項目自動

血球分析装置システム「XRシリーズ」 b、

全自動血液凝固測定装置「CS－１６００」 c、

全自動免疫測定装置「HISCLTMシリーズ」

の紹介（シスメックス株式会社） ⑪a、「情

報ポスティングシステムの操作方法につい

て」 b、「small dense LDLコレステロー
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ルについて」 ⑫令和４年度（第３回）石川

県医師会臨床検査センター臨床検査精度管理

調査結果報告会 ⑬センター業況と施策につ

いて（前期分） ⑭センター業況と施策につ

いて（後期分）

５ 臨床検査精度管理調査
⑴ 臨床検査精度管理調査委員会

６月２９日（水）

①令和３年度（第４５回）石川県医師会臨床検

査精度管理事業収支報告

②令和３年度標準化事業報告

③令和４年度（第４６回）石川県医師会臨床検

査精度管理調査の実施計画について

⑵ 第４６回臨床検査精度管理調査合同報告会
２月１９日（日）

①臨床化学検査について

②微生物学検査について

③血清学検査について

④血液学検査について

⑤病理学検査について

⑥特別講演「HbA1c 値に関与する因子と外

部精度管理の状況～ISO１５１８９の要求事項

に対応するために～」

北陸大学医療保健学部 滝野 豊

６ 子宮頸がん検診精度管理検討委員会
３月２０日（月）

①令和３年度市町別子宮頸がん検診（個別）

結果報告

②令和４年度金沢市すこやか検診子宮頸がん

検診（個別）結果報告

③子宮頸がん検診症例検討

７ 日本医師会臨床検査精度管理調査報告
令和４年度日本医師会臨床検査精度管理調

査は、全国で３，２１１施設が参加し、調査項目

は臨床化学一般・糖代謝・尿検査、酵素検査、

脂質検査、腫瘍マーカー、甲状腺マーカー・

感染症マーカー・リウマイド因子、血液検査

の５０項目を対象に精度管理調査が行われまし

た。当センターはこのうち４７項目に参加し、

参加項目修正点は９７．４点と良好な結果が得ら

れました。
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医部・医会活動推進部

１ 産業医部
平成２６年度から産業保健推進センター事業、

地域産業保健事業、メンタルヘルス対策支援

事業が一元化されました。活動については、

石川産業保健総合支援センターと密接な連携

強化を図りながら対応しています。

産業医の研修については、産業保健活動の

一環として据え、産業医学振興財団と連携を

とり、同財団との委託契約により、①リフレ

ッシュ研修、②スキルアップ専門研修、③ス

キルアップ実地研修を行いました。

また、福井、富山の両県と連携し、日医認

定産業医の取得が得やすいよう北陸３県合同

による研修会を持ち回り形式で開催していま

す。

⑴ 第４３回産業保健活動推進全国会議
４月１５日（金）

①産業保健総合支援事業に関する活動事例報

告

・北海道における治療と仕事の両立支援の

認知度調査

・愛知産業保健総合支援センターの両立支

援に係る取組について

・地域窓口から両立支援事業へ

②シンポジウム

「医療機関における働き方改革―医療の質の

向上を目指して―」

・医療機関勤務環境改善支援センターによ

る「雇用の質」向上

・医師の働き方改革

・医療機関における働き方改革の取組事例

⑵ 産業医研修会

北陸３県医師会合同産業保健（基礎・前期）
研修会 ５月１５日（日）参加人数６３名

①総論

城北病院健康支援センター所長

服部 真

②メンタルヘルス対策

コマツクリニック院長

コマツ健康増進センター副所長

南 昌秀

③作業環境管理

森技術士・安全コンサルタント事務所

代表 森 光明

④健康管理

石川県予防医学協会健診部長

田畑 正司

リフレッシュ・スキルアップ研修
第１回 ７月１８日（月・祝）

【午前の部】参加人数９２名
①作業環境管理対策の知識（作業環境の測

定から評価、改善まで）グラビア印刷作

業、騒音対策、鉛対策

秋田環境測定センター株式会社代表取

締役 森 洋

②化学物質の取扱いに係る法規制改正に伴

うリスクアセスメントの重要性

越川労働衛生コンサルタント事務所代

表 越川 昌明

【午後の部】参加人数８６名
①最近の労働衛生行政の動向について－関

係する法令の改正等から－

石川労働局健康安全課課長

宮野 廣之

②産業歯科保健と歯科特殊健康診断

曽山歯科クリニック 曽山 善之

第２回 １０月２３日（日）
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【午前の部】参加人数７８名
①有害粉じん対策と特定粉じん（石綿）の

法改正について

小林労働安全コンサルタント事務所所

長 小林 隆夫

②産業医業務の工夫

おおみや産業医合同会社代表社員

産業医 杣田 望

【午後の部】参加人数６６名
①労働衛生行政関係法令～最近の法令の改

正及び面接指導の実務～

石川労働局健康安全課課長

宮野 廣之

②労働災害後に見られるＰＴＳＤ～産業医

／職場の対応について～

石川産業保健総合支援センター所長

小山 善子

スキルアップ実地研修会
第１回 ８月２１日（日）参加人数５６名

「じん肺診断（フィルム読影）」

石川県立中央病院副院長 小林 健

第２回 ９月４日（日）参加人数６０名

「職場画像動画による模擬職場巡視研修」

石川県予防医学協会健診部長

田畑 正司

城北病院健康支援センター所長

服部 真

第３回 ９月２４日（土）参加人数５３名

「職場画像動画による模擬職場巡視研修」

石川県予防医学協会健診部長

田畑 正司

城北病院健康支援センター所長

服部 真

２ 学校医部
石川県教育委員会及び石川県学校保健会に

協力し、各種委員会、各種行事に参加する他、

学校医に関する要望等を行っています。

また、（公財）いしかわ結婚・子育て支援

財団との共催で、保育所嘱託医・幼稚園医等

研修会を開催しています。

⑴ 運営委員会 ９月１５日（木）

①令和３年度事業報告について

②令和４年度会費賦課徴収について

③令和４年度事業計画について

④第６２回学校医研究発表会について

⑤学校医報酬・ワクチン接種等アンケートに

ついて

⑥第５３回全国学校保健・学校医大会について

⑦学校心臓検診について

⑵ 学校心臓検診委員会 ２月２日（木）

①石川県医師会心臓検診委員会運営方針

（案）について

②学校心臓検診判定基準（案）について

③学校心臓検診用語説明集の作成について

④心電図検診の流れ（案）について

⑤紹介状（診療情報提供書）（案）について

⑥精密検査専門医療機関（案）について

⑶ 第２０回保育所嘱託医・幼稚園医等研修会
１０月２日（日）

①「子どもの視力で知っておきたいこと」

EYE VISION PROJECT石川代表

北上 雅義

②「発達障害の理解と支援」

医療法人テレサ会西川医院発達診療部

部長 林 隆

③「発達障害者支援研修会報告」

金沢大学附属病院神経科精神科

安本 眞衣

⑷ 第６２回学校医研究発表会
本年度は金沢市医師会のご協力をいただき、
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３月５日（日）金沢健康プラザ大手町東館にお

いて開催しました。

①「令和４年度金沢市小学生、中学生心臓検

診結果」

金沢市医師会心臓検診委員会

濵 猛浩

②「令和３年度金沢市立中学校２年生血液検

査結果」

金沢市医師会学校医部児童・生徒健診

委員会 加畑 寿明

③「金沢市３歳児健康診査におけるスポット

ビジョンスクリーナー導入効果」

みやうち眼科院長 宮内 修

④「普通学級に就学する人工内耳使用児童・

生徒の現況」

ひょうたん町耳鼻咽喉科医院院長

石丸 正

特別講演「子どもたちのメンタルヘルスにつ

いて」

やすもと医院院長 安本 真由美

⑸ 学校保健講習会 ４月１０日（日）

①「中央情勢報告①」

文部科学省初等中等教育局健康教育・

食育課課長 三木 忠一

②「中央情勢報告②」

文部科学省初等中等教育局特別支援教

育課課長 山田 泰造

③「日本学校保健会の取り組み」

日本学校保健会専務理事 弓倉 整

④「中央教育審議会の活動報告」

日本医師会常任理事 渡辺 弘司

シンポジウム

テーマ：「児童・生徒をとりまく課題」

基調報告「日本医師会学校保健委員会の答申

報告」

日本医師会学校保健委員会委員長

松村 誠

①「問題行動（いじめ・自殺・不登校）」

文部科学省初等中等教育局児童生徒課

生徒指導室

②「家庭環境（児童虐待・ヤングケアラー）」

厚生労働省子ども家庭局家庭福祉課虐

待防止対策推進室室長補佐

内尾 彰宏

③「ICT化に伴う目の健康」

日本眼科医会理事 丸山 耕一

④「エコチル調査と学校保健」

東京大学名誉教授 衞藤 隆

⑹ 第５３回全国学校保健・学校医大会
１１月１２日（土）（盛岡市）

毎年開催される全国学校保健・学校医大会

へ参加しました。

メインテーマ「子どもたちの『生きる力』を

育む」

第１分科会「からだ・こころ①」

第２分科会「からだ・こころ②」

第３分科会「からだ・こころ③」

第４分科会「耳鼻咽喉科」

第５分科会「眼科」

特別講演「幼児期・学童期における認知的力

と非認知的力の意義」

白梅学園大学名誉教授 無藤 隆

シンポジウム

テーマ：「子どもたちの『生きる力』を育む」

①「子供がストレスを乗り切る力“レジリエ

ンス”を育む」

日本産婦人科医会前会長 木下 勝之

②「全ての子どもたちの幸せのために

～私たちが今知っておきたい『非認知能力』

について～」
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岩手県医師会子どもたちの「生きる

力」を育む検討委員会委員

千田 恵美

③「夢を実現する」

花巻東高等学校硬式野球部監督

佐々木 洋

⑺ 都道府県医師会連絡会議
１１月１２日（土）（盛岡市）

①次期担当医師会の決定について

②文部科学省からの行政報告

文部科学省健康教育・食育健康教育調

査官 松﨑 美枝

⑻ 都道府県医師会学校保健担当理事連絡協議
会 ２月９日（木）

①現在の学校保健の課題について～現代的な

健康課題に対応した健康教育の推進～

文部科学省健康教育・食育課健康教育

調査官 横嶋 剛

②特別支援教育の充実について

文部科学省初等中等教育局特別支援教

育課課長 山田 泰造

③生徒指導提要の改訂について

文部科学省児童生徒課長 清重 隆信

④GIGA スクール構想における１人１台端

末とデジタル教科書の活用について

文部科学省修学支援・教材課長

山田 哲也

文部科学省教科書課長 安井 順一郎

⑤学校保健に関する諸課題への対応 他

⑼ 母子保健講習会
２月１２日（日）（日本医師会）

シンポジウム

テーマ「母子保健におけるメンタルヘルス、

こころの問題」

①「最近の母子保健行政の動き」

厚生労働省子ども家庭局母子保健課長

山本 圭子

②「周産期領域におけるメンタルヘルス－福

田病院での実践を通して－」

社会医療法人愛育会福田病院臨床心理

室主任 大塚 まどか

③「小児科領域におけるメンタルヘルスの諸

課題」

日本小児心身医学会理事長

福岡大学医学部小児科主任教授

永光 信一郎

④「女性のライフサイクルを意識したメンタ

ルヘルス対応」

東京女子医科大学附属足立医療センタ

ー心療・精神科部長 大坪 天平

⑤「大分県における医療機関（産婦人科・小

児科・精神科）と行政の連携した取り組み

事例について」

大分県医師会長

日本医師会母子保健検討委員会委員

河野 幸治

⑽ 第５４回若年者心疾患・生活習慣病対策協議
会総会 １月２９日（日）（高知市）

ワークショップⅠ「高知県における学校心臓

検診の取り組み」

①「高知県の学校心臓検診の概要」

高知県学校心臓検診運営委員会会長

高知県学校心臓検診専門委員会委員長

白石 泰資

②「専門医の立場から」

高知大学医学部小児思春期医学講座講

師

高知県学校心臓検診専門委員会副委員

長 山本 雅樹

③「検診機関の立場から」
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高知県総合保健協会検査業務課課長

川村 由佳

④「学校教諭（養護教諭）の立場から」

高知県養護教員協会会長 岩井 由里

⑤「教育委員会の立場から」

高知県教育委員会事務局保健体育課チ

ーフ 廣田 志保

特別講演Ⅰ「心筋症と心臓突然死」

高知大学医学部老年病・循環器内科学

教授

高知県学校心臓検診運営委員会副会長

北岡 裕章

特別講演Ⅱ「重症心疾患児の学校生活を考え

る」

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科小

児医科学 IVRセンター准教授

馬場 健児

ワークショップⅡ「高知県における生活習慣

病」

①「生活リズムチェックの結果」

高知県教育委員会事務局生涯学習課課

長補佐 吉岡 栄作

高知県教育委員会事務局生涯学習課主

任社会教育主事 山口 絵里奈

②「小児生活習慣病予防健診［とさっ子健診］

について」

土佐市健康づくり課保健師

森本 典子

③「５歳児の受動喫煙状況調査（報告）」

高知県須崎福祉保健所健康障害課主幹

柳本 祥子

④「コロナ禍における児童生徒の心身の変

化」

高知県教育委員会事務局保健体育課チ

ーフ 廣田 志保

⑾ アンケートの実施
各市町における学校医報酬、各種のワクチ

ン接種料金及び乳幼児医療費や公費負担の有

無等について調査を実施しました。

３ 健康スポーツ医部
社会環境や疾病構造の変化に伴い、県民の

健康に関する意識が高まり、各地でさまざま

なスポーツ競技が開催されています。

特に最近、コロナ禍でのスポーツや高齢者

のフレイル等がクローズアップされています。

本医部では、これら諸問題に対応するため研

修会の開催や、各種スポーツ競技会への医師

派遣について郡市医師会と連携しながら対応

しています。

⑴ 運営委員会 ９月８日（木）

①令和３年度事業報告について

②令和３年度健康スポーツ医部収入支出決算

について

③日医認定健康スポーツ医の取得状況につい

て

④令和４年度日医認定健康スポーツ医の新規

並びに更新申請について

⑤令和４年度健康スポーツ医部事業計画につ

いて

⑥令和４年度健康スポーツ医部会費徴収につ

いて

⑦令和４年度健康スポーツ医部収入支出予算

について

⑧日医認定健康スポーツ医制度「再研修会」

の開催について

⑵ 日本医師会認定健康スポーツ医再研修会
２月４日（土）参加人数２９名

「フレイル・サルコペニア・ロコモ予防のリ

ハビリテーション」

富山県リハビリテーション病院・こど
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も支援センター院長 影近 謙治

「時間栄養学・時間運動学に基づく健康維

持」

早稲田大学先進理工学部生理・薬理研

究室教授 柴田 重信

４ 交通保険医
自賠責保険や任意保険など交通事故診療に

携わる会員で構成されている交通保険医会は、

事業計画に基づき、総会、役員会、学術研修

会や損害保険会社と医療機関の連携を図るた

めの連絡会を行う等、活発な活動を行ってい

ます。

特に、交通事故に関する治療費の請求方法

や支払遅延の問題等については、損保会社、

調査事務所との間で「石川県交通事故医療連

絡協議会」を設置し、また具体的な案件につ

いては専門委員会の中で問題解決を図ってい

ます。

⑴ 総会・役員会・会務打合せ会の開催

⑵ 石川県交通事故医療連絡協議会並びに同

専門委員会の開催

⑶ 学術講演会等の開催

⑷ 自賠責保険等に関する検討並びに説明会

等の開催

⑸ 日本医師会、中部医師会連合並びに北陸

三県医師会との連携

⑹ 関係機関との連携

⑺ その他必要な対策

５ 労災保険医
労災保険医会は、労災事故の医療に携わる

会員で構成されています。

事業計画に基づき、総会、役員会、学術研

修会、労災診療費算定に係る問題等を検討す

るための労災保険検討委員会を開催し活発な

活動を行っています。

⑴ 労災医療費の改善

⑵ 日医並びに中部医連への医療費改善につ

いての働きかけ

⑶ 労災診療費算定基準の一部改定等の説明

会の開催

⑷ 総会の開催

⑸ 役員会の開催

⑹ 指導委員会の運営

⑺ 研修会・集談会の開催

⑻ 医学講座、学術講演会の開催

⑼ 会員相互の親睦連携

⑽ 地区別連絡費の交付

⑾ 各労働基準監督署管内における会員研修

等に対する援助

⑿ 石川労働局及び労働基準監督署との連絡

強化

⒀ 労災診療協議会（局協議会・地区協議

会）に係る協力

⒁ 労働者災害補償保険診療費調整連絡会へ

の参加

⒂ 労災保険情報センターとの連携

⒃ 二次健康診断給付事業への対応

⒄ その他必要な対策

６ 警察協力医
大規模災害や事故発生時における検視など

について、本会と石川県警察本部との連絡を

密にし、県警の諸活動に医学的協力を行うこ

とを目的として、警察協力医会が平成２年１

月に設立されました。

⑴ 役員・運営委員合同会議 ８月２５日（木）

①令和３年度事業報告及び決算（会計監査）

について

②令和４年度事業計画（案）及び予算（案）

について

③令和４年度総会について
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⑵ 総会 １０月２日（日）

①役員改選

②報告事項

令和３年度事業報告について

③議件

第１号議案 令和３年度収入支出決算につ

いて（会計監査報告）

第２号議案 令和４年度事業計画について

第３号議案 令和４年度収入支出予算につ

いて

④警察署別変死体取扱い数及び警察嘱託医・

協力医立合い状況（令和３年並びに令和４

年８月現在）

⑤特別講演「浴室内急死例における死因の検

討」

金沢医科大学法医学講座教授

水上 創
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